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開会 午前 ９時００分

○議長（梅原好範君） 改めまして、皆さん、おはようございます。

本日は、ご参集いただき、大変ご苦労さまです。

本日の会議は、新型コロナウイルス感染予防の関係で、３つの密（密集、密接、密閉）を

できる限り避けるために、感染防止及び予防の関係で、出席者の入場前の検温、手指消毒を

行い、出席者及び傍聴者におかれてもマスク着用としております。また、議場内の換気を行

うため、カーテンを開け、窓を常時、少し開けた状態にしております。ほかにも、会議の休

憩を小まめに取り、休憩中に議場内の全体空気換気をさせていただきます。今回の定例会よ

り感染防止対応のため、水筒等での飲料の持込みを許可しております。

また、傍聴席におきましては、傍聴席を１席ずつ離した空間を取った配置としております。

ご理解とご協力をいただきますよう、よろしくお願いいたします。

併せて、本日の議事運営につきましても、こうした状況の中で、３密の状況を少しでも回

避するために、議員の皆様並びに執行部の皆様におかれては、本日の議案に対して、簡潔明

瞭な質疑応答をいただき、スムーズな会議の進行に努めていただきますよう、いま一度、皆

様方にご理解とご協力をお願いいたします。

執行部の出席者についても、密を避けるためにご協力と調整をいただいております。

ただいまの出席議員は１６名であります。

定足数に達しておりますので、令和２年第２回京丹波町議会定例会を再開します。

直ちに本日の会議を開きます。

《日程第１、諸般の報告》

○議長（梅原好範君） 日程第１、諸般の報告を行います。

５月２９日に議会広報常任委員会が開催され、広報発行に向け会議が行われました。

本日の会議に、京丹波町ケーブルテレビの撮影・収録を許可したので報告いたします。

以上で、諸般の報告を終わります。

ただいまから、本日の本会議における議員につきましては、感染予防対策として密を避け

るため、議員７名に別室に移動いただき、テレビモニターでの視聴をいただきます。あらか

じめ連絡しておりますとおり、７人の議員の移動をお願いいたします。

ここで暫時休憩とします。

休憩 午前 ９時０２分

再開 午前 ９時０４分
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○議長（梅原好範君） 休憩前に引き続き、会議を再開します。

現在、着席いただいている席を本日午前中の席順といたします。

《日程第２、一般質問》

○議長（梅原好範君） 日程第２、一般質問を行います。

一般質問は、通告に従い、順次発言を許可します。

最初に、森田幸子君の発言を許可します。

１５番、森田幸子君。

○１５番（森田幸子君） 公明党の森田幸子でございます。皆様、改めまして、おはようござ

います。ただいまより、令和２年第２回京丹波町議会定例会における私の一般質問を通告に

従って行ってまいります。

初めに、新型コロナウイルス対策について。

新型コロナウイルスの感染拡大を防止するための緊急事態宣言が発出され、大変な思いを

しながらも、全国民の皆様のご理解とご協力のおかげで、感染拡大が減少し、宣言が解消と

なりました。日常の生活への影響は、全ての人々に深刻に及んでいます。

そこで、本町においても、休業要請に伴う事業者の減収や、家庭での水道使用量等の増加

による負担軽減を目的とした、町内の全世帯と事業者を対象に、上水道の５月から７月分の

基本料金を無料にする考えはないか、お伺いいたします。

○議長（梅原好範君） 太田町長。

○町長（太田 昇君） おはようございます。

新型コロナウイルスの感染拡大に伴いまして、一時的に水道料金や下水道料金のお支払い

が困難となる事情がある方に対しましては、令和２年の３月の検針分、４月に請求をさせて

いただく分からですけれども、支払いの猶予を行っているところでありまして、全世帯と事

業者を対象として、一律に上下水道料金の基本料金を無料にするということは考えていない

ところでございます。

○議長（梅原好範君） 森田君。

○１５番（森田幸子君） 国のコロナ支援である、全ての人に、１人当たり１０万円を支給す

る特別定額給付金は、一律に給付されることで、日本で暮らす全ての人の命と暮らしを守り、

安心と意欲を生むことにつながり、多くの皆様から喜びの声を聞いております。上水道の基

本料金を無料とする支援は、全町民を対象とした命を守る対策と考えます。本町の上水道事

業の厳しさも理解しているところではありますが、大変なこのときにこそ、思い切った対策
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を講じていくことも大事と考えますが、再度、町長の考えをお聞きいたします。

○議長（梅原好範君） 太田町長。

○町長（太田 昇君） 基本的な考え方としましては、先ほどお答えさせていただいたとおり

でございます。無料にしますと相当なコストがかかって、水道料金自体、その事業にかかる

費用自体が減るわけではありませんで、それをどこかから補塡をしてくるということになり

ますので、そういう意味で、本当に困っている人に対して支援をしていくということで、ご

理解をいただきたいと考えるところでございます。

○議長（梅原好範君） 森田君。

○１５番（森田幸子君） 次に、新生児聴覚検査について。

赤ちゃんの聴覚に異常がないかを早期に発見するための検査です。生まれつき両側の耳の

聞こえに異常がある赤ちゃんは、１，０００人に１人から２人と言われています。この検査

により、聴覚の異常を早期に発見し、適切な治療を行うことで、言葉の発達への大きな効果

が期待できます。聞こえの障害は目に見えず、発見が遅れがちですが、早期に発見するため

にも、新生児聴覚検査を受けることが最も大事であります。

そこで、本町の新生児聴覚検査の受診者数、未受診者数、受診率と検査結果をお伺いいた

します。

○議長（梅原好範君） 太田町長。

○町長（太田 昇君） 令和元年度の受診者数等につきましては、出生数が５１人に対しまし

て検査を受けられたということが、確認ができているのが４７人ということで、受診率につ

きましては９２．２％となるかというふうに思います。

その検査の結果につきましては、再検査が必要となりました新生児については３人で、う

ち２人は異常がないと確認をされたところでありますが、１人につきましては現在、経過観

察中というふうにお聞きをしておるところでございます。

以上です。

○議長（梅原好範君） 森田君。

○１５番（森田幸子君） 本町のように出生者数の少ない町であっても、そういった経過を見

ていただくという赤ちゃんもおられるとお聞きしました。初回検査（出産後３日以内）と確

認検査（１週間以内）は地方交付税措置の対象となっている検査であります。１人も漏らさ

ず検査を受けられるよう、そのためにも公費負担の実施をする考えはないか、お伺いいたし

ます。

○議長（梅原好範君） 太田町長。
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○町長（太田 昇君） 新生児の聴覚検査によって聴覚障害を早期に発見して、適切な支援が

行われた場合につきましては、音声言語の発達などへの影響が最小限に抑えられるというふ

うに言われておるところであります。検査費用の公費の負担につきましては、他の市町等の

状況も踏まえながら、検討は行ってまいりたいと考えておるところでございます。

○議長（梅原好範君） 森田君。

○１５番（森田幸子君） 京都府下２６市町村の中、与謝郡の与謝野町と伊根町が実施されて

おります。また、京都市においては本年の４月から公費負担を実施されました。本当に大事

な赤ちゃんの聞こえの検査でありますので、また近隣市町の状況を見ながらと言いながらも、

本町においては赤ちゃんのこの大事な検査を、ほかの市町村の先陣を切って実施していただ

くように、再度、町長にお願いしますが、いかがでしょうか。

○議長（梅原好範君） 太田町長。

○町長（太田 昇君） 先ほど答弁をさせていただいたとおりでございまして、状況を見なが

ら検討は行ってまいりたいというふうに考えておるところでございます。

○議長（梅原好範君） 森田君。

○１５番（森田幸子君） 市区町村じゃなくて、管理もまた京都府の指導とか、いろいろ体制

も遅れがちと言われておりました。本当に先陣を切って、京丹波町でこの検査を進めていた

だくようお願いしまして、次の質問に行かせていただきます。

受動喫煙対策について。

改正健康増進法が令和２年４月から全面施行されました。受動喫煙による健康被害を防ぐ

ことが最大の目的であります。飲食店や職場、鉄道、ホテルのロビーなど、不特定多数の人

が利用する施設は、一定要件を満たした喫煙専用室を除き、原則屋内禁煙となりました。

飲食店のうち、個人または中小企業が経営し、客室面積１００平方メートル以下などの条

件を満たす既存の小規模店は、店頭に喫煙ができることを表示すれば、例外として喫煙が認

められます。

一方、新規店舗は、規模にかかわらず規制されます。既に昨年の７月から、学校や児童福

祉施設、病院、行政機関の庁舎などは屋内だけでなく、敷地内が禁煙となっています。改正

法は、これに加え、従業員を含む２０歳未満の喫煙専用室への入室禁止なども定めています。

改正法施行により、体への影響が特に懸念される子どもや持病のある人をはじめ、国民の

健康を守る仕組みが一層強化されることになりました。条例で、国よりも厳しく規制をする

自治体もあります。皆さんご存知のように、東京都は、４月から店舗の面積に関係なく、従

業員を雇う全ての飲食店を原則禁止としています。
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これからは喫煙者の自覚も一段と重要になってきます。自身の嗜好によって周囲の人が健

康を害したり、我慢している場合があります。マナーを守って喫煙するのは当然と考えます。

そこで、以下のことについて伺ってまいります。

１点目は、小中学校、病院も含め、公共施設の敷地内の受動喫煙対策をお伺いいたします。

○議長（梅原好範君） 太田町長。

○町長（太田 昇君） 役場の本庁及び各支所等につきましては、労働安全衛生法及び健康増

進法の一部を改正する法律に基づきますとともに、国のガイドラインにあります技術的基準

等に則した「特定屋外喫煙場所」を設置して対策を講じておるところでございます。

また、京丹波町病院、和知診療所ともに、平成１９年１１月から敷地内は全面禁煙として

おりまして、敷地内での表示をしておりますほか、お知らせ版や広報紙などにも掲載をして

おるところでございます。

○議長（梅原好範君） 樹山教育長。

○教育長（樹山静雄君） 町内の小中学校におきましては、平成１９年から終日敷地内禁煙を

実施しております。また、公民館等集会の用に供する施設及び体育館につきましては、屋内

は禁煙、屋外は受動喫煙に配慮し、喫煙場所を指定しておるところでございます。

以上でございます。

○議長（梅原好範君） 森田君。

○１５番（森田幸子君） 公共施設とか病院などは、受動喫煙対策を行っているとのことであ

りますが、この改正法の健康増進法によりますと、屋外で喫煙できるのは、受動喫煙禁止の

対策が講じられているところと限っております。そうした受動喫煙対策が取られた場所にあ

るのかどうか、再度お伺いします。

学校においても、今、教育長から言っていただきましたが、そうした受動喫煙の対策は講

じられているのか。また、学校の敷地内で、全然そうした場所がないところにおけます喫煙

者の喫煙というのはどのようにされているのか、その点お伺いいたします。

○議長（梅原好範君） 長澤総務課長。

○総務課長（長澤 誠君） まず、喫煙をすることができる場所が区画されているかどうかと

いうことで、パーティション等による区画を行っております。また、喫煙をすることができ

る場所である旨を記載しなければならないということで、標識の掲示を行っております。

それと、公共施設につきましては、第１種施設ということになるんですが、役場に来られ

る方が、通常、立ち入らない場所に設置する。例えば建物の裏でありますとか、屋上という

ことになっておるんですが、本町につきましては建物の裏といいますか、人目につかない場
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所に設置をしておるということで、先ほど町長が申しましたように、技術的な基準を満たし

ての設置をさせていただいておるところであります。

また、外気の流入が妨げられる場所でありましたり、屋根がある建物、また、側壁がおお

むね半分以上覆われているというような内部、いわゆる内部的な部分は避けて設置するとい

うふうになっておりまして、そのあたりも考慮しながら設置させていただいているところで

ございます。

以上でございます。

○議長（梅原好範君） 樹山教育長。

○教育長（樹山静雄君） ただいまのご質問でございますけれども、学校におきましては、敷

地内全てで禁煙ということですので、たばこを吸うことはできないということでございます。

また、外部からの学校へ来られたお客様につきましても、例えばＰＴＡでしたら、総会とか

いろいろな機会に、学校の敷地内ではそういうことをしているので、ご理解とご協力をくだ

さいということを、定期的にお知らせをさせていただいて、ご協力をいただいているという

ことでございます。

また、たばこを吸う先生が随分少なくなってはきておりますが、先生方も敷地内で吸うこ

とについては禁止をしておりますので、それに対応しているものと承知をしておるところで

ございます。

○議長（梅原好範君） 森田君。

○１５番（森田幸子君） 受動喫煙対策というか、皆さんが煙を吸ってしまわないように工夫

しているようなことを今おっしゃいましたが、この改正法を見てまして、私の認識では、受

動喫煙対策の措置を講じられているところと限定されていると理解しております。室内のよ

うに煙が外に出ない対策をして、きちんとした措置を取ったところなのか、みんなに目につ

かない庁舎の裏側で、灰皿がそこに置かれているだけのところなのか、その点お伺いいたし

ます。

○議長（梅原好範君） 長澤総務課長。

○総務課長（長澤 誠君） 先ほど来も申し上げましたとおり、技術的な基準というのを定め

ておりまして、基本的には灰皿も置かなくてよいということになっております。しかしなが

ら実質、灰皿は必要でありますので置いてありますが、煙が籠もらない場所を確保しつつ、

先ほど申しましたような対策を講じて設置しているところでございます。

○議長（梅原好範君） 森田君。

○１５番（森田幸子君） 次に、学校においては、児童の禁煙・防煙教育を行っていると、こ
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れまでも聞いております。その効果と課題についてお伺いいたします。

○議長（梅原好範君） 樹山教育長。

○教育長（樹山静雄君） 例えば小学校におきましては、５年生、６年生を対象に、保健の学

習の時間や喫煙防止教室並びに薬物乱用防止教室等におきまして、喫煙や受動喫煙による健

康被害について学習をしているところでございます。

喫煙は健康を害するものだという認識を児童が学ぶ機会となるとともに、各家庭に喫煙者

がいらっしゃる場合には、家族の体のことを心配する児童もおりまして、自らの問題として

捉えてくれているんじゃないかというふうに感じておりまして、深い学びにつながっている

ものと考えております。継続的に取組を進めていきたいと考えているところでございます。

○議長（梅原好範君） 森田君。

○１５番（森田幸子君） 学校でそうした教育を行っているのは、もう町内の全小学校である

かどうか、その点お伺いいたします。

○議長（梅原好範君） 樹山教育長。

○教育長（樹山静雄君） ただいまの件につきましては、小学校も中学校も全て、学習指導要

領にも明記されておりますので、全ての学校で実施をしているということでございます。

○議長（梅原好範君） 森田君。

○１５番（森田幸子君） 次に、運動会開催時などの受動喫煙対策についてお伺いいたします。

○議長（梅原好範君） 樹山教育長。

○教育長（樹山静雄君） 運動会等のご質問でございますけれども、基本的には学校敷地内禁

煙ということですが、このことについては随分周知が進みまして、運動会におきましても、

保護者や地域の皆さん、たくさん来ていただきますけれども、ご理解とご協力をいただきま

して、受動喫煙の環境にはなっておりません。

しかしながら、時には敷地外での喫煙実態があるという学校もあるように耳にしておりま

して、今後も引き続き、学校を通じて受動喫煙の防止に理解を求めていきたいと考えている

ところでございます。

○議長（梅原好範君） 森田君。

○１５番（森田幸子君） 私も近くの小学校の運動会に行くのですが、敷地外なんですが、バ

ケツを灰皿代わりにして、皆さん、たむろして喫煙されているので、入り口の校門の横やっ

たので、これは大変やなという思いをしましたし、また、もう二、三年になるかと思います

が、運動会の後の掃除には吸い殻のかすがよく落ちているというようなこともお聞きしまし

たので、またその点、ＰＴＡの方通じて、児童の健康のためにも、節度ある喫煙を知ってい
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ただけるようにお願いします。

次に、体への影響が特に懸念される児童のニコチン検査を実施する考えはないか、お伺い

いたします。

○議長（梅原好範君） 樹山教育長。

○教育長（樹山静雄君） ただいまの質問でございますけれども、たしか平成３０年６月議会

においても、同様のご質問をいただいたところでございますが、同じお答えになると思いま

す。各ご家庭に喫煙者がおられる場合、子どもの受動喫煙の危険性が極めて高くなるという

ことは、既に実証されておるようでございまして、児童のニコチン検査を実施する予定はご

ざいません。今後におきましても、各小中学校における保健学習等を通じて、喫煙防止教育

を一層推進していくことが大切だというふうに考えておるところでございます。

○議長（梅原好範君） 森田君。

○１５番（森田幸子君） 今後、児童の健康については、専門の先生もおられるかと思います

ので、禁煙・防煙教育をしていただいて先生のご意見を聞いていただき、児童のニコチン検

査を実施していただけるよう要望して、私の一般質問を終わります。

○議長（梅原好範君） これで、森田幸子君の一般質問を終わります。

次に、村山良夫君の発言を許可します。

５番、村山良夫君。

○５番（村山良夫君） 今、議長から発言の許可がありましたので、かねて提出しております

通告書に基づきまして、令和２年第２回定例会における私の一般質問を行います。

今回の一般質問に当たっては、今回のコロナ対策等で職員の方が大変だと思いまして、で

きるだけ資料作成の事務負担がかからないように配慮しまして、日頃から町長、教育長がリ

ーダーとして、町民の安心・安全のために取り組んでおられる危機管理について、今回の新

型コロナウイルス発生という緊急事態によって、この危機管理の盲点といいますか、弱い部

分が出てきたと思うんですが、その辺のことについて、どうお考えなのか質問をいたしたい

と、このように思います。

まず１点目は、在宅勤務についてです。今回、結果的に聞いていますと、２割から３割の

ようですが、職員の在宅勤務をしているということでございます。そのことにつきましてお

聞きをしたいんですが、現在の事務体制はアナログのために、在宅勤務をするとしても実際、

業務ができるのかどうかという問題がありましたが、今どうなっているのかということと、

今後のためにも、できるだけ早いこと事務体制をデジタル化すべきだと思いますが、町長の

見解をお聞きします。
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○議長（梅原好範君） 太田町長。

○町長（太田 昇君） 新型コロナウイルス対策の中での本町役場の庁舎におきます在宅勤務

でありますけれども、二つの側面があるというふうに考えております。

一つは、新型コロナウイルス感染症対策の基本的処理方針に基づきまして、総務省からの

要請によりまして、本町においても業務の継続と接触機会の低減を目的として、出勤者の削

減を実施したと。いわゆる接触しないよう分けたという意味合いの在宅勤務であります。

そして、議員がおっしゃっておりますのは、在宅したことによって事務処理が、パソコン

等でできなかったのかということだと思いますが、行政の部分では、いまだに対面・紙・判

こという文化があるということも事実でございまして、それと本庁舎内の電算システムの関

係、また、個人情報等の取扱いの関係等もありまして、なかなか在宅勤務を実施する中で、

パソコンで処理をするということが難しい状況があったということも確かでございます。

行政でありますので、デジタル一辺倒になるということも難しいわけでありまして、災害

等でデジタル機器が使えない場合においてもバックアップが必要になりますので、両方しっ

かりと準備をしておく必要があるというふうには考えておるところであります。

しかしながら、今回、そういったリモートワークの必要性というのは、今回のコロナウイ

ルスで改めて注目されたところでありますので、今後、業務を見直して、システムをどうい

うふうに構築をしていくのか。また、それぞれの仕事をどういうふうにデジタル化といいま

すか、離れたところでリモートワークができるようにしていくのかということについても、

きちっと検証なり分析をしていく必要があるというふうには考えておるところでありまして、

今後について、そういった点についても検討はしてまいりたいと考えております。

○議長（梅原好範君） 村山君。

○５番（村山良夫君） 今回の在宅勤務中に職員の方が何をしておられるのかといいましたら、

４月の異動で配置が換わった人は、新しい仕事の勉強をしていただいていると、こういうこ

とだったんですが、これはちょっとお粗末だと思います。今、町長もおっしゃっているよう

に、やはり在宅でも、いわゆるパソコンを使って仕事ができる体制を、これからのために組

んでおかなければならないと思います。

皆さん、町長も見られたと思いますが、今日の新聞に経団連の中西会長がこういうことを

おっしゃってます。これからの成長として、デジタル革命が起きるだろうと。これは在宅勤

務を重視した状態になると、こういうことを言う。

先ほど、災害のときに紙ベースがないと云々と、こうおっしゃいましたけど、もうその考

え方は時代遅れです。もう既に金融機関は、そういうペーパーはほとんど残してませんけど、
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今回でも金融機関のそういう資料が足らないということで問題が起きたこともありませんし、

企業もそういうことはない状態だと思います。だから、ちゃんとしたところで、ちゃんとし

た資料を保管しとけば、それも予備の資料を予備のコンピューターで保管しとけば、全く問

題のないことだと思いますので、そういうことをもう一度考えてもらって、一日も早く役場

の業務をデジタル化していただきたい。事務の合理化をしていただきたいということです。

そこで、２点目に、事務の合理化のために当町も前町長の時代からかなり、例えば和知支

所にモデム室をつくられたり、また、全職員に高価なパソコンを配置されたり、多額の投資

をしておられます。しかし、現実、デジタル化は進んでませんが、この投資資本に対する費

用対効果について、町長はどうお考えなのか。また、せっかく投資したものですので、今回

それを生かして、できるだけ事務の合理化を図ることによって、加えて、こういうときのデ

ジタル化による仕事ができるようにするという考えがあるのかどうか、お聞きをします。

○議長（梅原好範君） 太田町長。

○町長（太田 昇君） システム構築によります投資の効果につきましては、住民サービスの

向上でありましたり、行政事務の効率化とともに、個人情報等の漏えい対策など、情報セキ

ュリティー対策の強化も図れたというふうに考えております。

今後につきましても、人口減少や少子高齢化が進展する中で、限られた資源で、多様化・

高度化する住民のニーズに応えて、質が高くてスピード感のあるサービスが展開できるよう

に、業務改善に向けてＩＴという技術を有効に活用していくことが求められているというふ

うに考えておりますので、そうした方向で検討を進めてまいりたいと考えておるところであ

ります。

○議長（梅原好範君） 村山君。

○５番（村山良夫君） ２点目ですけれども、町民の安心安全の対策について、次の２点につ

いてお聞きをしたいと思います。

まず１点目は、緊急時に町民の安心・安全を図るためには、やはり十分な財源確保が絶対

条件であると、このように思います。

そこで、具体的にお聞きをしたいんですが、今回の新型コロナウイルス対策費として、財

政調整基金を７，７００万円取り崩し、対応しましたが、今後の財政調整基金の残は、安

心・安全を図るに十分な額が確保できているかどうか、町長にお聞きをしたいと思います。

○議長（梅原好範君） 太田町長。

○町長（太田 昇君） 国の補正予算によりまして新型コロナウイルスの感染症対応の地方創

生臨時交付金、これが総額１兆円規模で創設されまして、本町におきましては約１億６００
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万円の提示を受けまして、これを対策経費に対する財源の確保に使ったところであります。

また、非常時のための基金の積立てにつきましては、財政調整基金を中心に、引き続き、

基金保有額の確保に努めてまいる必要があるということを認識しておるところでございます。

○議長（梅原好範君） 村山君。

○５番（村山良夫君） 平成３０年３月に町が作成されました京丹波町財政見通しというので、

１０年間の見通しを出しておられるんですが、令和９年度末では、財政調整基金の残高が４

億４，７００万円になります。今回、７，７００万円取り崩してますので、実質的には３億

７，０００万円ぐらいの残高になるんですが、これで十分なのかどうかということについて、

もう一度、町長にお聞きをしたいんですが、平成２８年７月に、和知の上乙見で風水害によ

る災害がございました。このとき財政調整基金を幾ら取り崩したのか、記憶があったら教え

ていただきたいと思います。

○議長（梅原好範君） 松山企画財政課長。

○企画財政課長（松山征義君） 財政調整基金のシミュレーションでございます。議員がおっ

しゃるとおり、令和９年の見通しでいきますと、３億７，０００万円程度になるということ

のシミュレーションでございます。

この額では、やはり自然災害とかそういった特殊事情に対応することが、なかなか厳しい

というのが現実でございますので、これから先、財政健全化を図りながら何とか、ここの数

字をこのシミュレーションどおり下げないように、努力をしてまいりたいというふうに考え

ております。また、台風の基金の取崩し額は５億７，０００万円ということで、繰入れを行

っております。

以上です。

○議長（梅原好範君） 村山君。

○５番（村山良夫君） ５億７，０００万円です。３億７，０００万円でしたら、もう全く足

らないわけなんですよ。これがどうなのかということなんですが、太田町政が誕生したとき、

財政調整基金の残高は２０億５，０００万円あったんです。それが１２年後には、３億７，

０００万円まで減ってしまうと。この辺の要因は何であるのか、お聞きをしたいと思います。

○議長（梅原好範君） 松山企画財政課長。

○企画財政課長（松山征義君） シミュレーションでありまして、いろいろ経常的な経費等々

も見込んでおる中で立てておる内容でございます。特に義務的経費であります公債費、地方

債の償還でありますとか、いろんな計画に基づく事業の展開、こういったものも計画に基づ

いて、一旦貼り付けております。こういった部分につきましては全体的な中で今、必要と想
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定される経費を上げております。ここがやはり歳入とのバランスというところを現実的には

調整を図りながら、財政運営してまいるわけでございますけれども、シミュレーション上は

一定、今の段階では義務的経費を中心に、こういった需要額が想定されるということから一

定、基金の取崩しが計算上、財政収支を保つためには、このままでありますと、これだけの

基金の財源投入が必要ということでございます。

以上です。

○議長（梅原好範君） 村山君。

○５番（村山良夫君） 町長が就任されたときに２０億５，０００万円あったのが、１２年後

に、何で３億７，０００万円になるのかという、その要因ですけど、はっきり申し上げられ

なかったようですけど、ただ、今の話の中を聞きますと、必要な数字を算入してやってきた

ら、こういう数字になったということは、やはり必要なものは必要ですから、この計画どお

りいってしまうということ。そうすると何でこうなったのかという要因なんですけど、やは

りこれは町長が町長選挙のときにおっしゃっていたように、身の丈に合った庁舎を建てずに、

身の丈を超えた庁舎を建てられたことが、こういう財政逼迫の原因だと思います。町長がそ

う思われないかどうか、もう一度お聞きします。

○議長（梅原好範君） 太田町長。

○町長（太田 昇君） 財政調整基金、たくさんあるにこしたことはないというのは、そのと

おりでありますけれども、庁舎につきましても、これは町政運営にとって必要不可欠なもの

であるということで、決してぜいたくをするとかというものでなしに、最低限のところで防

災にも対応できる庁舎として建設をさせていただくというところでございます。

○議長（梅原好範君） 村山君。

○５番（村山良夫君） この財政調整基金がたくさんあるにこしたことはないと、こういう話

ですけど、例えば、就任されたときと同じように、令和９年度に２０億円ぐらいの財政調整

基金があったら、私はこんな質問はしません。しかし、３億７，０００万円になるんですよ。

先ほど、和知で起きた風水害に取り崩した額は、約６億円なんです。半分ちょっとしかな

い。だから、あるにこしたことがないというような感覚で財政運営をされたら、これはいか

がなものかと思うんですが、町長、いかがですか。

○議長（梅原好範君） 太田町長。

○町長（太田 昇君） 町として、財政調整基金の積立てにも、今後についても取組をしてい

く覚悟でありますけれども、必要な施策についても、しっかりと展開をしてまいりたいと考

えているところであります。
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○議長（梅原好範君） 村山君。

○５番（村山良夫君） 答弁は理解ができませんけれども、押し問答になりますので、もうこ

れぐらいでやめておきます。ただ、大事なことは、やはり財政の確保を今から考えておかな

いと、その結果が例えば、職員を減らすことによって、行政停滞であったり、また、使用料

等の値上げをしたりというような行政サービスの悪化につながることは必至です。やはり必

要なものは必要で確保しなければなりませんのでね。そういうことにならないようにといっ

ても、この庁舎を建てたら多分、ならないようにすることは不可能に近いと私は思うんです。

そういうことを申し添えまして、次の質問に移りたいと思います。

二つ目には、今回の新型ウイルス対策で、前から言われているんですが、縦割り行政が弊

害になってきたんじゃないか、弊害があったんじゃないかと、こう思うんです。そういう意

味で今後、こういう非常時のために組織改革を変えられて、縦割りでなしに、もう少し課ご

との連携が図れるような体制をつくられる計画はあるかどうか、お聞きします。

○議長（梅原好範君） 太田町長。

○町長（太田 昇君） 行政に限らず組織については、それぞれの機能別に組織がなされると

いうのが常でありまして、その機能別に組織された組織が横で連携をするかというのは、こ

れは古くて新しいといいますか、永遠の課題といいますか、そういったものであるかと考え

ております。

本町におきましても、産業、土木、福祉、税金など、幅広い業務分野があるわけでありま

して、それをさらに細分化をして、機能別に部署を設けるということで効率的な業務運営に

なるということで、そういった体制を取っておるところであります。

今回の新型コロナウイルスの感染症については、管理職を中心としまして対策本部を立ち

上げまして、感染症の対応なり情報共有を図ったということでありまして、現在も継続中で

ありますけれども、そういったところであります。

また、給付金の支給事務につきましては、大きな市町村のように外部委託というようなこ

とにもできませんので、職員で速やかに処理をするということで、各課等から任命をして、

特別給付金の対策室を設置して、部署間との連携をとりながら、従来の仕事も抱えてもらう

中で迅速に対応いただき、もう既に９割の支払いを完了しておるところでありまして、非常

に素早い処理ができたというふうに、職員には感謝をしておるところであります。

今後につきましても、様々な非常事態というようなことも発生してまいりますけれども、

その中で限られた人員の中で、より機能的にできる体制、対応の専門部署だけを立ち上げた

としても実質それが、部署はあっても、なかなか機能しないということでは何もなりません
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ので、仏作ってどうのこうのというような話になりますので、その点は、今後も十分考慮し

ながら、効率的な組織づくりということについて、検討は行ってまいりたいと考えておりま

す。

○議長（梅原好範君） 村山君。

○５番（村山良夫君） おっしゃるとおりだと思いますし、ひとつよろしくお願いをしたいと

思います。

次に、３点目の質問をしたいと思います。

緊急事態における危機管理について、具体的に次の３点を上げて、町長の見解をお聞きし

たいと思います。

まず１点目は、４月２２日に行われました全員協議会の席で、特別給付金の事務作業を前

倒しに準備をして、一日も早く１０万円が町民皆様の手元に届くよう要請をいたしました。

本町は、５月１２日に郵便局へ申請資料等を投函されたようですが、早い自治体では、４月

２７日の国会が通った日の午後５時に投函した自治体があります。これはマスコミで報道さ

れてました。

やはりここらは、その４月２２日から４月２７日までの間に、どれだけ準備をされていた

かということの差だと思います。一部聞きますと、５月の初めぐらいに封筒を印刷に出した

とかいうことで、何か出足が遅いといいますか、前向きに作業するということがされていな

いように思います。こういう過去の慣習やとか、国のＤＶの問題とかいうのもあったと思い

ますけれども、これをどうこなしていくかというのが危機管理のやはり大事なことだと、こ

う思うんですが、町長のお考えをお聞きします。

○議長（梅原好範君） 太田町長。

○町長（太田 昇君） この特別給付金の関係につきましては、いろんな特殊な事例がマスコ

ミ等で放映をされておりますので、その内容で理解をされている方もたくさんいらっしゃる

わけでありますけれども、基本的には、これはＤＶ被害者への対応が必要であったわけであ

りまして、その申出が４月３０日まで、そして、市町村なり都道府県間の調整期間が５月８

日までということがありましたので、それを踏まえた上で発送するというのが本来の手続で

ありまして、それを無視して早く送られたような自治体もありましたけれども、そこは、し

っかりと期間を守って対応したというところであります。

確かに封筒なんかも、これは一斉に注文しますので、なかなか納期がかかったということ

も事実ありますけれども、決して事務処理が滞ったとか、遅かったとかはありませんで、こ

の時点で９０％以上の支払いが完了をしている。振込に関しては、まだもう少し先の振込に



－７３－

なりますけれども、そういう自治体は少ないのではないかというふうに考えておりまして、

非常に素早い対応、これは、ほかの市町村にも誇るべき対応ができていると私は考えており

ます。

○議長（梅原好範君） 村山君。

○５番（村山良夫君） 危機管理のことについて聞いているので、その内容でお答えいただき

たいと、このように思います。

危機管理の原則では、こう言われています。時間のあるときに余裕を持って前もって、将

来起きるだろう問題に対応しておくことが大事であるということです。私も実は、金融機関

に勤めていましたので、ある人から、こういう指導を受けました。物品販売店、いわゆる普

通の店は、朝７時頃に、その店の前へ行きなさい。朝、その店に、店頭に打ち水がしてあっ

たら、何ぼ金を貸しても大丈夫やということ。また、工場等製造会社は、いわゆる仕事が終

わった後、６時か７時頃にその工場へ行って、整理整頓をちゃんとできているか、掃除が行

き届いているかということを確認しなさい。明くる日の朝一番から仕事ができる体制ができ

ているかどうかということ。

もう一点が、これ大事だと思うんですが、会社の営業車両をガレージ等にしまうときに、

バックで入れてあるか、前向きに入れてあるか。これが非常に大事だと言ってはりました。

というのは、前向きに入れているということは、緊急のときに、さっと出られるわけです。

だから、こういうことができてる企業は、企業がおかしくなるということは絶対にないと言

っておられました。

これは自治体も全く同じだと思うんです。だから、よそに比べて早くできたというのは、

緊急時、発生時には理由にならないわけです。そういう発生したときに、いかにロスなく対

応できる準備を前もってしておくかということが大事だと思いますが、町長、もう一度、見

解をお聞きしたいと思います。

○議長（梅原好範君） 太田町長。

○町長（太田 昇君） 先ほど申し上げましたが、そういう意味からも議員がご指摘のように、

拙速に申請書をばらまくというようなことをせずに、しっかりと準備をして、対応したとい

うことであります。

以上です。

○議長（梅原好範君） 村山君。

○５番（村山良夫君） 余談ですけど、町長、今日、駐車場には、車を後ろ向きに入れられま

したか、前向きに入れられましたか。
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○議長（梅原好範君） 太田町長。

○町長（太田 昇君） 後ろ向きであったと思います。

○議長（梅原好範君） 村山君。

○５番（村山良夫君） 見てください。後ろ向きじゃなかったと思います。

次の質問に移ります。

５月１１日に今回の新型ウイルス対策事業であるプレミアム商品券について、グーグルで

検索しました。それによりますと、６月１日に完売済みという検索結果が出てきました。こ

れは即刻、担当課に、６月１日ってまだ来ていないのに何でこうなるのやと、こういうこと

を聞きましたら、何かコンピューター処理の問題で、こういう対応になったと。即刻訂正を

しとくということでして、このこと自身は私は、危機管理上、それほど問題でないと思いま

す。

これが、私が問題と思いますのは、５月１２日に全員協議会がありまして、そのときに副

町長以下、幹部の方が出ておられて、この事実を申し上げたんですけど、全員そんなことは

知らなかったと、こうおっしゃってます。やはり危機管理で一番大事なのは情報を、それも

危険な情報というか、町民の安心・安全のために害になる情報は、できるだけというよりも

一刻も早く、全組織が共有しなければならないと思うんです。５月１１日に行って、５月１

２日には組織全体で、そのことを理解しておらなかったというのは危機管理上、最も大事な

ことができてないように思うんですが、町長の見解をお聞きしたいと思います。

○議長（梅原好範君） 太田町長。

○町長（太田 昇君） 先ほどの答弁でありますけれども、後ろ向き、前向き、よく分からな

いんですが、駐車場の前からとめております。

今のグーグルの件、ネット検索の件でありますけれども、過去のプレミアム商品券の完売

の情報がホームページに残っていたということでございます。ご指摘を受けまして、速やか

に修正をいたしました。おっしゃるように、今後につきましては、そうしたことがないよう

に、情報管理の徹底なり、問題点の共有を図ってまいりたいというふうに考えるところでご

ざいます。

○議長（梅原好範君） 村山君。

○５番（村山良夫君） これ偶然ですけど、６月１日（月曜日）となっていまして、今年のカ

レンダーと全く同じなんですよ。だから、何でかなと、こう思ったら、２０１５年のときの

資料が、どんな要旨が知りませんけど、更新されて、こういう結果になったということ。こ

のことは、全体が分かれば、単なるミスですから問題はないと思う。問題なのは、５月１２
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日に、全員協議会に出席をされていた副町長以下、幹部の方にこの事実を報告されていなか

ったということが、私は問題だと思うんです。

嫌なことを上司に言うのは、正直言って誰もつらいことです。しかし、これをやらないと

危機管理はできないと思います。町長、そのことだけについて、もう一度、見解をお聞きし

たいと思います。

○議長（梅原好範君） 太田町長。

○町長（太田 昇君） ご指摘のとおり、都合の悪い情報についても、しっかりと共有すると

いうことは非常に重要なことというふうに考えておりますので、今後、徹底をしてまいりた

いというふうに考えるところでございます。

○議長（梅原好範君） 村山君。

○５番（村山良夫君） そのように今後よろしくお願いしたいと思います。

それから、もう一つ、同じようなことでお聞きをしたいと思いますが、今回の特別定額給

付金のスケジュールというのは、町民の方は皆さん関心を持っておられたと思います。いつ

資料が来て、それを提出したら、いつお金がもらえるのかというのは、非常に興味があった

ことだと思いますが、この情報は町民全体に公平・公正に提供しなければならないと思うん

ですが、町長は、そのように思われませんか。

○議長（梅原好範君） 太田町長。

○町長（太田 昇君） 急に決まった制度でありますので、その制度の内容については、非常

にタイトなスケジュールの中で、迅速かつ正確な対応が迫られるということでありまして、

町民の皆さんには確実な情報を適切に伝えることが重要であり、おおむねそういうふうに処

理ができたと考えておるところでございます。

○議長（梅原好範君） 村山君。

○５番（村山良夫君） 私どもが、このスケジュールを聞いたのは５月１２日の全員協議会で

した。しかし、ここに現職の議員の方のブログの資料があります。

５月８日の日付のブログですけれども、これによりますと、これには既に、５月１２日に

郵便局に持ち込み、３日間で配布ができて、５月１８日から受付を開始して、１回目の振込

は５月２２日、２回目は５月２７日という、今回のスケジュールと全く同じものが５月８日

には、この議員の手元には入っているんですけれども、この情報は誰が流されたんですか。

○議長（梅原好範君） 太田町長。

○町長（太田 昇君） その情報をどうしてということは、私にはよく分かりませんが、当然

この問題というのは非常に関心のある問題でありましたので、その日程的にどうであったか、
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ちょっと今、確認は取れませんけれども、そういった中でそれぞれの議員ともお話をする中

で、今後の見込みについてお話ししたことはあったかというふうに考えるところでございま

す。

○議長（梅原好範君） 村山君。

○５番（村山良夫君） これ問題なんですよ。５月８日に、要望書を２人の議員が太田町長に

提出してはる写真もついているんです。５月８日なんです。多分この文面を読むと、このと

きに町長から説明があったと、こうされています。町長とは書いていないけれども、文面読

むと、そう理解できます。

町長が一部の議員だけに、そういう情報を提出しはるというのは、よう考えたら、例えば

入札の情報とか、そういう町民の方の利益やら、損益というんですか、そんなことに関わる

ような情報が管理されずに、町長自ら流しておられるということになるんですが、その点ど

のようにお考えですか。

○議長（梅原好範君） 太田町長。

○町長（太田 昇君） 当然、守秘義務のあります情報については、漏えいすることはないわ

けでありますけれども、その時期というのは、まさに特別給付金の時期でありまして、それ

も含めた要望なりで、議員にお会いをする中でお話をしておりますので、それは誰々だから

話したということでなしに、そのときに議員と面談することがあれば、どなたにでもお話を

しておった、今後の見通しについて申し上げたまでのことでありますので、特にそういう問

題はないかというふうに考えておるところでございます。

○議長（梅原好範君） 村山君。

○５番（村山良夫君） 町長、そんなことないですよ。職員の幹部の方は、私、８日に、どう

なってるのやと、どんな予定なのかと聞いたら、今現在、頑張ってやってますと。先ほどあ

りましたように、ＤＶの関係ですか、その辺の資料が８日に届くので、それを確認してから

封筒入れをしたいということで、はっきりしたスケジュールは、彼は言いませんでした。こ

れが正しいと思います。もしも、これ違っていれば別ですけれども、全く同じものですから

ね。ぴったり合うてるわけですから、これならなぜ８日に、ホームページなり告知放送で、

全町民に情報提供されなかったのか。

先ほど、これは特別どうってことない資料やと、こうおっしゃるんですけど、情報ってそ

んなものなんですよ。取る人によって、非常にそれが大事な金もうけになったり、損したり

というようなことになるのが情報なんです。例えば先ほど申し上げました入札情報が、こん

な調子で情報管理されていたら、極端には、不正といいますか、町長と親しい人は有利にな
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るというようなことが起きてくると思うんですが、その点、反省される気はないですか。

○議長（梅原好範君） 太田町長。

○町長（太田 昇君） 当然、最大の関心事である事項でありますので、そういう中で見込み

について話したわけでありますけれども、それがブログというような制度で、ブログとかネ

ットで、簡単に人の承諾も得ずに公表されるという中にあって、それを私が全部管理するこ

とは不可能であるところでありますので、私が公式コメントとして説明をして、私の承諾を

得て書かれているのであれば、それは私の責任になるかと思いますけれども、雑談の内容を

勝手にブログに上げられただけの話でありますので、責任を取れと言われても、それは難し

いところであるというふうに考えるところであります。

そういうことも考えますと議員の皆さんとは一切、そういったテーマについてもお話がで

きないということになってしまうかと思いますので、それもまた一方的な話といいますか、

片方では、よくないことも発生する可能性がありますので、その点はご理解をいただけたら

と考えるところであります。

○議長（梅原好範君） 村山君。

○５番（村山良夫君） 今、町長がおっしゃったのは本意です。雑談といいますか、その情報

については、やはり町民の方がみんな関心持っておられることです。どこどこの犬が死んだ

とか、猫が自動車にひかれてたとかいうような情報じゃないわけですから。やはりそれを受

け取った方は、少なくても町長に確認をしてからされるべきだと思います。そのことを私は

議員に言いました。議員、５月８日に、こういう情報を受けられたのなら、町長に、早くホ

ームページなりブログで、町民の方に情報公開をされといたほうがよいの違いますかという、

なぜ意見具申をされなかったのですかと聞いたら、そんなことは、わしのする仕事と違うと、

こういうふうに言われました。

非常に残念だと思いますし、町長おっしゃっているように、私は、町長の責任じゃなしに、

そういう意味では、やはりこれをブログに載せられた方が、もう少し慎重にやるべきやと、

こういうことだと思います。

次の質問に移りたいと思います。

次の質問は、学校教育についてお聞きをしたいと思います。

今回の長い間の休業というんですか、休校によりまして、いろんな問題が出てきたと思う

んです。後半にはＣＡＴＶを使って学習をされてましたけれども、なかなか十分ではなかっ

たと思います。やはり今後の問題は、双方通信のできるオンラインシステムを構築すること

にあると思うんですが、今回の問題が、どんなことがあったかということと併せて、オンラ



－７８－

インシステムの構築を急ぐべきだというようなことについての教育長の見解をお聞きできた

らうれしい。よろしくお願いします。

○議長（梅原好範君） 樹山教育長。

○教育長（樹山静雄君） 今回の臨時休業に関することでございますけれども、基本的に私の

立場からは二つありまして、一つは、児童生徒の命と健康を守るということと、もう一つは、

学びをどうして保障していくのかという、この２点かなというふうに思っております。これ

を頭に置きまして、校園長会議とかいろいろな場面で指示をしてきたところでございます。

そこで、かれこれもう３月３日から休みが３か月近くあったわけですけれども、この間の

取組については、いろんな角度からまた検証して、対応していきたいと思っております。

まず、振り返ってみますと、町立小学校、中学校の臨時休業への対応についてでございま

すけれども、第１には、先ほども言いましたとおり、児童生徒の健康を守るという観点から、

電話等による児童生徒の健康観察や保健指導を行い、また、学習面におきましては、主に復

習を中心とした学習課題のプリントを作成して、各家庭での学習指導を進めるとともに、ケ

ーブルテレビを活用しまして、家庭学習支援番組として「ガンバレ!!京丹波っ子まなびあい

チャンネル」を制作して、放送してきたというところでございます。

可能な限り、今、本町にあります物、システム、こういったことを最大限に活用させてい

ただいいて、対応してきたところでございますけれども、入学したばかりの小学１年生への

対応、町長もこのあたりは大変心配してくれてまして、小学校１年生やら中学校１年生の子

たちがどないしとるのかなというふうなことで、何かできることあったら積極的にやってい

こうというようなことも、話をしていただいとったわけですけれども、そういった子どもた

ちへの対応、さらには感染予防の観点から、児童生徒と対面での指導ができなかったことな

ど、これまでの課題を整理しまして、今後の学習指導に生かしていく必要があろうと、現時

点では考えております。

そこで、議員のほうからもございましたけれども、双方向通信のできるオンラインシステ

ムの導入につきましては、児童生徒１人１台のコンピューターの実現を見据えた、国が進め

ておりますＧＩＧＡスクール構想の中で、できるだけ早く導入できるよう、調査研究を現在

進めているところでございます。

以上でございます。

○議長（梅原好範君） 村山君。

○５番（村山良夫君） これも今日の新聞ですけれども、丹波版ですが、亀岡市が、全小中学

生にタブレットを配置されて、今言うておられるように、リモート学習環境の整備のために
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予算化されています。このことは非常に大事なことだと思いますので、ちょっとここで言う

のがどうかと思うんですが、プレミアム商品券に今度の緊急対策費の６０％近く投入してま

す。例えばプレミアムの３０％というのを２０％にしたら３，０００万円できますから、そ

れを基本にして、こちらのほうに本当は投入されたほうがよかったんじゃないかというよう

な気もします。これは後づけですし、私もそのとき、そのことを言ってはおりましたけど、

このことまでは気がつきませんでした。しかし、このことは非常に大事なことだと思います

し、予算のこともありますけれども、町長も一つ、こういうことをしていただいて、子ども

の教育が、命ももちろんそうですけど、併せて、命と学びが両立するためには、やはりリモ

ート学習というのは大事だと思いますので、こういう環境整備に財政を投入していただくよ

うに、新庁舎をつくるのなら、こちらへ回していただくように要望しておきます。町長の考

え方があったら聞かせてください。

○議長（梅原好範君） 太田町長。

○町長（太田 昇君） 今回の補正につきましては、コロナウイルス対策の対応に限定をして、

素早く成立させるということで出したところでございます。このＧＩＧＡスクール構想につ

きましては、国も短い期間でやれと。１０分の１０の補助ということになっておりますので、

これについては９月に補正をする計画を当初よりしておるところでございます。

以上です。

○議長（梅原好範君） 村山君。

○５番（村山良夫君） それは喜ばしいことだと思いますので、ぜひよろしくお願いをしたい

と思います。

次に、これはちょっと嫌みっぽい私説をちょっと聞きましたので、質問しておきます。今

年は生徒のインフルエンザの流行が少なくて、学級閉鎖とか学校閉鎖とかいうのがなかった

と聞いたんです。これ事実かどうか分かりませんが、そういうふうに聞きましたし、いろん

な情報でもそうでした。

このことの一つの要因というのは、今回のコロナウイルス対策で、手洗いとか消毒とかマ

スクをするとかいうことが徹底されたことが一つの要因でないかというように、医療関係者

から聞きました。私も、そうかと思うたんですけど、教育長、これは事実だと思われますか。

○議長（梅原好範君） 樹山教育長。

○教育長（樹山静雄君） ただいまのご質問でございますけれども、町立小中学校及び幼稚園

におけますインフルエンザによります出席停止人数は、本年１月７日から３月２日までの１

日の平均で２．６５人となっております。また、２月１３日以降は、ゼロ人でありました。
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今、議員のご指摘のとおり、昨年度末につきましては、学級閉鎖並びに学校閉鎖は、おか

げさまで打つことがなく過ぎたということでございます。ということで、今、村山議員がご

指摘のとおり、新型コロナウイルス感染症への徹底した予防対策とともに、これまで教育現

場で培われてきました季節性インフルエンザ感染予防の取組の成果であるというふうに私も

考えておるところでございます。

今後につきましても、小まめな手洗いや、せきチケットの励行など、学校や幼稚園におい

ても、新しい生活様式についての指導に努めてまいりたいと思っているところでございます。

○議長（梅原好範君） 村山君。

○５番（村山良夫君） 教育長とちょっと私の考えとは違うんですけれども、危機管理上から

いいますと、今までからインフルエンザ対策については、手洗いをせえとかいろんなことを

やってこられたけれども、昨年度は発生していますね。今回発生しなかったのは、徹底して

やったからなんです。危機管理というのは、徹底してやらないとあかんと思います。どこか

に抜け道があったり、十分な徹底されていなかったら、口で言っていても危機管理にはなら

ないと思う。だから、危機管理をするためには、やっぱり徹底した危機管理をしなあかんと

いうことを今回で学んでいただいたらよろしいと言ったらおかしいですけど、考えていただ

けたらありがたいと思いますが、教育長、そういう意味での考え方はいかがですか。

○議長（梅原好範君） 樹山教育長。

○教育長（樹山静雄君） 危機管理の観点からいいますと、確かに感染症予防ということにつ

きましては重要な課題だというふうに思います。感染症を防ぐ基本は、感染の元を絶つとか、

経路を絶つとか、丈夫な体をつくるとかいうことが、これは年間通じてやっていかんなんこ

とだと思っていまして、昨今では、特に季節性インフルエンザにつきましては、私も、いつ

も１１月か１２月の頃から校園長会議の中で、感染症予防の徹底を図るように指示をしてき

ているところでございます。学校現場でも随分と換気、うがい、手洗いについては、子ども

たちも常にそういう観点で対応してきた、そういう蓄積がございますので、それがうまく今

回コロナと結びついたんじゃないかという、そういう分析をしております。

ただ、まだこれは経過中で、昨日から学校も再開しておりますけれども、学校現場では感

染症予防の対策を講じながら、危機感を持って今対応しているところでございますので、そ

の点しっかり対応していきたいと思っております。

以上でございます。

○議長（梅原好範君） 村山君。

○５番（村山良夫君） それでは、最後に、今回の危機に関しまして私は、これが京丹波町の
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企業誘致するのには絶好のチャンスだと、このように思います。そのことについて、町長の

見解をお聞きしたいと思います。

今回の新型ウイルスの感染は、地方の活性化の絶好のチャンスだと私は思います。感染対

策として各国、全世界で緊急封鎖宣言がされて、今までちょっとでも安い部品は海外でとい

う、利益中心主義からの生産体制がされていました。そのために部品が届かないので、車の

組立てができないとか、建築中の建物が完成しないとか、いろんな障害が出てきました。そ

のようなことから国内の経営者の中でも、今までの利益中心主義だけでなしに、こういう危

機管理といいますか、いわゆる国内で生産をすることも非常に大事でないかと、こういうこ

とを発言されている方がおられます。この方は、私が一番尊敬をしています永守社長です。

ちょうど私が京信の桂支店の支店長をしているときに創業されまして、そのときにお話をし

た方ですけれども、あない立派になられたので、その方がそういうお話をされた。私は、こ

のことが非常に大事だと思います。

もう一つは、ＩＴを活用した働き方が見直されまして、いわゆる在宅勤務ができることに

なりました。

このようなことを考えますと、この京丹波町、いわゆる丹波高原というのは、地震や台風

等の天災が非常に少ないとこです。これは前町長がおっしゃっていましたけれども、あると

こへ行ったら社長さんの机の中から近畿の地図を出されて、丹波高原のとこに赤丸がしてあ

った。これは何か町長分かりますかと言われて、天災が少ない場所がここやでと。もしも工

場誘致するならここがいいなと、こう思うてるみたいなことをおっしゃったと思います。

それと、もう一つは、高速道路網が整備されまして北海道から鹿児島までは、今日の５時

に運送屋さんに品物を持ち込むと翌日の朝８時に、荷物が着くというようになっています。

そういう意味では、綾部、京丹波、南丹、亀岡というのは工場誘致として絶対的に、よいチ

ャンスだと思います。町にも遊休不動産がありますし、また、町内には荒れた田んぼやとか

いろんなものがありますから、それらをもう一度見直して、積極的な企業誘致をすべきやと、

こう思うんですが、そういうことについて関心があるかどうか、町長の見解をお聞きしとき

ます。

○議長（梅原好範君） 太田町長。

○町長（太田 昇君） さっきから危機管理の話が出ていますが、この丹波高原が自然災害が

少ないというのは、過去は確かにそうであったかもしれませんが、今後においてもそういう

ことが言えるかどうかは非常に難しいところでありますけれども、立地条件としては非常に

いいところ、交通アクセスもいいところでありますので、企業誘致のＰＲをしてきたところ
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であります。

今回、新型コロナウイルスというような緊急事態が発生をしまして、議員もご指摘のとお

り、市場に全てを任せるということから、国境が非常に重要になってきましたし、それから

県も重要になってくるというふうなことでありました。ほかにもそのリスクとしては、今回

のパンデミック以外にも、金融危機が来るとか、第三次の世界大戦が発生するとか、飢饉が

発生するとかいろんなことがあるかと思いますので、そういう中で自分たちの生活に必要な

ものは自分たちで確保する。医療関係のものも当然そうでありますし、食料品についても、

そういう流れというのは生まれてくるというふうに考えておるところであります。

また、今回のことで働き方が相当変わりまして、東京のほうではもう既にリモートワーク

中心で、家賃の高い本社ビルを引き払ったというようなケースもあると聞いてますし、今後

については東京のビルの賃貸が、空き賃貸がたくさん出るのではないかというような話も聞

くところであります。

そういう意味では本社も含めて、配送、物流の拠点も含めて、本町に来てもらうというこ

とも、非常によいチャンスというふうに考えておりますので、今までからも働きかけもして

おるところでありますけれども、今後につきましても町有地でありましたり、民間遊休地等

も活用しながら、その誘致に取り組んでまいりたいと考えておるところでございます。

以上です。

○議長（梅原好範君） 村山君。

○５番（村山良夫君） 今の答弁も含めまして、今日は非常に、私の意見にある程度賛同して

いただいて、検討するとかいうような話が聞けました。私も提案的な質問をしたつもりです

ので、これをぜひ生かしていただいて、京丹波町が財政的にも本当の意味で健全な町になる

ように努力していただくことをお願いしまして、私の一般質問を終わりたいと思います。あ

りがとうございました。

○議長（梅原好範君） これで、村山良夫君の一般質問を終わります。

これより、暫時休憩に入ります。再開は１０時３５分とします。

休憩 午前１０時２０分

再開 午前１０時３５分

○議長（梅原好範君） 休憩前に引き続き、会議を再開いたします。

次に、野口正利君の発言を許可します。

２番、野口正利君。

○２番（野口正利君） 議席番号２番、野口正利。
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ただいま議長より発言の許可をいただきましたので、通告書に従い質問をさせていただき

ます。

質問に入ります前に、今まで行ってきた質問の内容、また、回答をいただいたことを整理

しつつ、さらに新たな情報、調査をもとに前進させながら課題解決へと、地域振興、住民の

安全・安心につなげていきたいと思うところであります。

これは、日本の政治・行政が大きく変わる事態が発生したように思えるわけですが、ある

テレビ番組で、近畿財務局職員、赤木俊夫さんが自殺されたのを取り上げた番組で、司会者

とタレントの会話です。

タレントが「知らず知らずのうちに恐ろしい国が出来上がってしまっているんだよ」、司

会者「本当にね」というこの会話を聞きまして、政治家の立場で、ちょっと待てよ。この会

話でぴんときたのは長州の末裔に当たる安倍総理と薩摩の末裔に当たる麻生副総理なんです。

明治から１５０年を薩摩と長州の人間によって築いてきたというわけですが、近頃、明治

維新を見直す書物等、数多く見受けられるようになっています。中学生時代、義務教育の中

での明治維新における「勝てば官軍」、あれは一体何だったのだろうかと思います。何か全

く逆の社会が存在するわけですが、安倍総理の演説の中で、「お国はどこですかと聞かれた

ら、私は長州と答える」というのがありました。

「長州テロリスト」、原田さんの命がけの出版だと思えます。確かに御所に大砲を打ち込

み、天皇陛下の命を狙うなど、テロリストそのものであります。週刊誌５月７日、１４日、

ゴールデンウイーク特大号で週刊文春に、自殺した近畿財務局職員、赤木俊夫さんの奥さん

の手記が掲載されていました。物すごい勇気が要ったと思います。先祖がテロリストに囲ま

れているわけで、この手紙がないと、自殺した赤木俊夫さんが永遠に犯罪者にされてしまう

わけですから、赤木雅子さんの手紙を受け、日本の政治、行政が大きく変わるような気がし

ます。

同和地域ができたのは明治です。つくったのはテロリスト薩摩・長州の人間です。教科書

には江戸時代からあったように書かれていますが、薩摩と長州のための教科書になっている

ので、間違いはありませんし、上豊田の歴史から見ても歴然とします。このことは２項目め、

今日のメインとして、部落問題の根絶に向けてのところで取り上げるとして、質問に入りた

いと思います。

まず１点目ですが、危機管理について２点お伺いいたします。

コロナウイルスで平穏な社会が身の危険を感じる社会へと一変した今回の問題で、より正

確な情報提供に関心が集まったのではないかと思われます。中国武漢市で発生したと言われ
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る今回のコロナウイルスは、ＷＨＯ（世界保健機構）によると、欧州由来との情報もあり、

情報が錯綜する中、政治利用に巻き込まれる危険性もあります。この情報リスクにおいて、

町民の安心・安全を確保するためにも冷静に見極める必要があると思います。本町の自然災

害による危機管理は行われていますが、ウイルスによる危機管理等、専門家でも難しい問題

を町民に分かりやすく情報提供することは、至難な課題であるとは思うわけですが、今後の

情報リスク管理についてお伺いをいたします。

○議長（梅原好範君） 太田町長。

○町長（太田 昇君） 今回の新型コロナウイルスの感染症につきましては、平成２７年３月

に策定をしております、京丹波町新型インフルエンザ等の対策行動計画に基づいて対応して

きたところでございます。現在のところ本町では、感染者は確認されていないということで、

町民の皆さんのご理解、ご協力に感謝を申し上げる次第であります。

今後につきましても、この計画に基づきまして、感染防止に関する対応を講じてまいりた

いというふうに考えております。

また、情報の危機管理でありますけれども、誤った情報などに惑わされるようなことがな

いように、国でありましたり、京都府、それから近隣の市町等との連携を密にしまして、常

に正しい情報を共有し、様々に発生する事象に対して、対応を行ってまいりたいと考えてお

るところでございます。

○議長（梅原好範君） 野口君。

○２番（野口正利君） それでは、２点目に入ります。

自然災害を迎える季節となってまいりました。本町における防災ハザードマップも作成さ

れ、命を守るための、とるべき行動が示されています。災害が起きてからの処置と、起きる

前の処置、極端な例を言えば、１，０００万円の手当てで１億円の災害が防げるといった、

被害並びに被害額を最小限に抑えることもできますが、そこに手当てできない矛盾を町民も

感じているのではないかと思います。地方が置き去りにされている現状に、国からの政策を

期待したいところでありますが、第２期京丹波町まち・ひと・しごと創生総合戦略によると、

災害が少ないなどの本町の強みを生かして、「水防団」としての名称で、幅広く人材確保に

つなげてはどうかと思います。この水防団であれば、私でも無理のない程度において、ボラ

ンティア活動もできるのかなと感じておりますが、所見をお伺いいたします。

○議長（梅原好範君） 太田町長。

○町長（太田 昇君） 本町の水防活動につきましては、これまでから京丹波町の消防団で担

っていただいてきたところであります。現在、少子高齢化等によりまして、消防団の団員数
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も不足している状況でありますので、まずは消防団員の定数確保というのも、これも重要な

課題であると考えておるところでありまして、団員の確保に努めてまいりたいと考えておる

ところであります。

○議長（梅原好範君） 野口君。

○２番（野口正利君） それでは、２項目の人権教育等についてお伺いをいたします。

部落問題解消法にもありますように、部落差別の根絶を今回掲げております。その根絶に

おいて、同和地域で生まれて同和地域で育って、同和問題と向き合ってまいりました。歴史

的な課題、政治的な課題、人、環境、地域、特殊な言葉の課題等、戊辰戦争から１５０年の

時を経て、明らかになってまいりました。その同和問題の課題、問題を解明していきたいと

思います。

全国の同和地域を代表して、１点目として、地域の問題、人の問題、地域の人のよりどこ

ろとなるお寺の問題。２点目に、政治課題としての問題。この２点を掘り下げて、身の潔白

を証明しつつ、根絶に向けたいと考えます。

地域の問題として、私個人にも問題点を２題賜っております。

まず、紅井村が豊田にもあるし、上豊田にもある。どっちが本当なんという問題です。

この「京都府の地名」によると、年貢米を納めていた１７００年から１８８５年まで１８

５年間、谷村、新宮村、紅井村であったことがはっきり確認できますし、私の地域のお寺に

も紅井村総道場として、紅井村であったことが確認できます。１８８６年に、この３つの村

が豊田となっていまして、明治５年まで年貢米を納めていました。

話は少し変わりますが、須知高校が単なる農牧学校でもなさそうなんですが、アメリカ人

ジェームス・オースチン・ウイード先生が明治９年から明治１２年、１８７９年まで滞在さ

れていました。農民から年貢米を解放したのはアメリカ人であって、薩摩、長州の人間では

ないように思います。

このくれないは、「呉の藍」の発音から「紅井」２文字が誕生しています。恐らく、ここ

に残るということは、上豊田の先人によってつくり出された文字であると理解できますし、

山内庄の記録によれば、伊勢七郎右衛門御殿知行とあることから、右衛門府からすると、平

安時代から紅井村は存在していたことになります。「紅村は名所なり」、貝原益軒の西北紀

行（１７１３年）からでも確認できますし、豊田が紅井村であれば、上豊田は新宮村になる

のかという話です。

以上のことから、仁孝天皇即位の大嘗祭で１８１８年に紅井村が和歌で詠まれたのは、上

豊田の村が詠まれているわけです。
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もう一つは、上豊田にも三ノ宮にも同じ看板があって、どちらが本当なのという質問です。

明治の礎を築いたとされる北村龍象氏の丹波誌によれば、三ノ宮になりますが、京都府の地

名による貝原益軒の西北紀行によれば、上豊田ということになります。

そこで、北村龍象氏の丹波誌、方々探しました。京都市の北山にある歴彩館にありまして、

その中身がこれで、原文のコピーです。丹波誌、かなり書換えが見られます。丹波誌では、

三ノ宮城主、山内孫太郎となっておりますが、武鑑、いわゆる江戸時代に出版された、大名

や江戸幕府役人の氏名・石高・俸給・家紋などを記した、年鑑形式の紳士録でありますこの

武鑑によれば、三ノ宮城主、山内孫次郎となっており、この「次郎」を「太郎」に書き換え

られています。それから、貝原益軒の西北紀行で、「院内と中台の間に山内村あり」という

ふうに書かれているんですが、丹波誌には、それが消されております。それから、土佐太守

の「太」が消されて、土佐守となっています。「先祖の住めりし処なり」と西北紀行はあり

ますが、先祖が丹波誌では「祖先」に書き換えられています。

そして、次の文章で「この辺薬種多し沢寫を田に植えて利とする」の箇所ですが、貝原益

軒の西北紀行は山陰街道を旅しています。桧山から９号線、大朴、井尻、大久保、細野峠を

越えて菟原村、千束で宿をとっています。したがって、貝原益軒が桧山から綾部方面には進

んでいません。三ノ宮は通っていませんので、「この辺」という状況説明されていることが

あり得ないことなんです。

私が１３年前に区長をしていましたときに、三ノ宮の区長をお呼びして、丹波誌が間違っ

ていますよと。院内と中台の間に山内村があって、そのことを指していますよと説明はしま

したし、上豊田区の総会でも、このことは挨拶の中で話はしました。紅井村にしてもそうで

すが、明治に歴史が書き換えられている事実があったことです。この丹波誌には、紅井村の

跡すらなくなっています。明治の礎をつくった人というふうにありますから、これこそが明

治維新の正体だろうと思います。改めて原田さんの本の真実性が証明されているのと、明治

から１５０年をうそとだましで生きてきたことに、何とも気持ちの悪いものを感じます。

地域に住んでいる人の問題として、地域を代表しまして私、野口正利の野口の先祖は、桑

田郡から船井郡に広がる野口庄があって、野口の名字はこの周辺から生まれております。そ

して、八木に野口牧があって、八木から馬を連れて、この地、丹波町にやってきまして、競

馬坂があったり、競馬場があったとされるのは、そのためです。蒲生小字野口となっている

のも、そのためです。それから竹野口があります。竹野の入り口のように取れますが、これ

は、野口家家紋は、丸に梅鉢なので、竹野の山林は松林ですから、松竹梅ということになり

ます。竹野が松竹梅というふうになるわけです。
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それから、寺の問題ですが、お寺が破壊され、仏像が盗まれようが、石光山の山号は変わ

りません。石山寺のことです。その石と山の間に光が入って石光山。明智光秀は上豊田出身

と説を出しましたが、二、三日前の京都新聞社会面３ページに、本能寺の変直後の古文書が

石山寺で見つかったことは、石山寺と上豊田の何とも不思議なつながりを感じるところです。

同和地域ができたのは明治です。つくったのは薩摩、長州のテロリストです。

以上、部落問題解消、身の潔白を証明したつもりです。根絶につながる内容だったと思い

ますが、部落差別解消法については、１９６９年に制定された同和対策事業特別措置法に基

づき、生活環境の改善がされ、２００２年に失効。今回の法律が２０１６年１２月第１９２

回国会で成立いたしました。

旧丹波町において、同和教育をはじめ７０年解放等、政がされてきました。根強く残る部

落差別の根絶に向け、本町の取組があれば、お伺いをいたします。

また、教育現場における道徳、人権教育による成果などあれば、お伺いをいたします。

○議長（梅原好範君） 太田町長。

○町長（太田 昇君） 人権に関する問題は、同和問題をはじめ、虐待やいじめ、それから男

女差別、高齢者や障害者、外国人に対する人権侵害など様々なものがあります。先頃では、

ご案内のとおり、新型コロナウイルスの感染が拡大する中で、感染した人やその家族、治療

に当たる医療従事者等への誹謗中傷や差別、偏見など人権を侵害する事象が起こっておると

ころであります。不確かな情報や誤解が不当な差別や偏見、いじめとなることは決して、こ

れは許されることではないというふうに考えます。

近年は、部落差別の解消の推進に関する法律であります部落差別解消法をはじめとする人

権三法など、人権に関する法律が制定をされており、今まで以上に多くの方への人権意識の

浸透が求められているというふうに感じておるところであります。

本町では、差別のない、一人一人の尊厳と人権が尊重される地域社会を目指して、人権講

演会、人権映画会の開催や啓発活動によりまして、同和問題をはじめ、あらゆる人権問題の

解決に向けて取組を進めてきたところであります。

今後におきましても、人権擁護委員、また、町の人権啓発推進協議会、関係機関の協力も

得ながら、人権啓発・人権教育などに取り組み、差別のない社会の実現を目指してまいりた

いというふうに考えておるところであります。

○議長（梅原好範君） 樹山教育長。

○教育長（樹山静雄君） 学校教育におきましては、各学年の発達段階に応じまして、人権に

関する普遍的な視点、すなわち人としての思いやりとか優しさ、助け合いの心などの、いわ
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ゆる心情を育てるという視点とそれから個別の問題、すなわち同和問題とか障害者問題、外

国人に対する偏見・差別の問題など個別の問題について、体系的に学ぶということを通して、

人権問題の不合理さや人権を尊重する生き方について学んでいるところでございます。

道徳教育につきましては、特別な教科としての学習として充実させるだけでなく、日常生

活の中で児童生徒に、自発的に道徳的な判断ができるように働きかけているところでござい

ます。

このような取組や地域の皆さんの温かい見守りによりまして、子どもたちに豊かな人間性

や社会性が育まれてきたところでございますし、これからも、こういったことで地域と連携

しながら、取組を進めていきたいと思っております。

併せまして社会教育におきましては、地域の人権学習推進委員を中心に、各区において、

視聴覚教材等を活用していただくなど、各区や各事業所、団体等での人権学習会を毎年開催

していただいておりまして、人権に対するいろんな気づきを得られるよい機会となっている

ところであるというふうに捉えておるところでございます。

○議長（梅原好範君） 野口君。

○２番（野口正利君） 自殺した近畿財務局職員、赤木俊夫さんの奥さんに成り代わって、政

治課題として、この部落問題解消につながる長州、薩摩の末裔に当たる３人の政治家に厳し

く言葉を浴びせておきたいと思うわけですが、３人の政治家の言葉をつなぐと、ナチスドイ

ツに学ばなければならない。関東大震災で韓国・朝鮮人の大虐殺が行われたことに通じる言

葉です。イラク戦争は間違いだった。Ａ級戦犯です。明治から１５０年、記念すべき年であ

ります。この言葉は、１５０年を薩摩と長州の人間によって築いてきたというわけですから、

戦争責任は、薩摩、長州の人間でもあることも含まれている言葉であります。

議員になって特殊な言葉を発見しました。「何で間違えるんや。非国民。怖がらして、び

びらしといたったら何にもよう言わへん」、人生で最低の人間に出会った言葉ですが、明治

が生み出した言葉を文字にすれば、日本語に訳すことが困難な特殊な言葉として残しておき

たいと思います。

京アニ事件で、２０２０年５月３０日付京都新聞に、「人からこんなに優しくされたこと

はなかった」と、近畿大病院の医療スタッフに感謝の言葉を伝えていた青葉容疑者。明治か

ら１５０年間、テロリストによって政治が築かれてきた日本の悲劇がここにもあったように

思います。

質問を終わります。

○議長（梅原好範君） これで、野口正利君の発言を終わります。
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次に、篠塚信太郎君の発言を許可します。

１４番、篠塚信太郎君。

○１４番（篠塚信太郎君） 公明党の篠塚信太郎でございます。

最初に、昨日現在で、新型コロナウイルス感染症により国内で亡くなられました９１３人

の方々に心より哀悼の意を表しますとともに、ご冥福をお祈りいたします。そして、今なお、

多くの方々が医療機関等で療養されておりますが、一日も早い回復を願っているところであ

ります。

中国湖北省武漢市で発生しました新型コロナウイルス感染症は、瞬く間に全世界に感染が

拡大したところでありますが、新型ゆえにワクチン、治療薬、免疫力、抗体もなく、感染力

が非常に強いウイルスであることから、このウイルスを封じ込めるにはアナログ的な三つの

密、いわゆる３密を避ける以外に方法はなく、４月には全都道府県に緊急事態宣言が発出さ

れ、緊急事態措置が取られたところでありますが、不要不急の外出、イベント開催等の自粛、

また、休業要請等にもかかわらず、人出は急激には減少せず、このことが緊急事態宣言の解

除が遅れた要因になったのではないかというふうに私は思っております。

政府の要請に国民が応じない理由としましては、国と国民の間に信頼関係がないことが考

えられます。やはりこのような緊急事態に備え、政府は日頃から国民との信頼関係を構築し

ていく努力をしていくとともに、緊急事態宣言にもう少し強制力が必要ではないかなという

ふうに感じております。

そして、今回はっきりと分かったことがあります。首都圏では新型コロナウイルスの感染

リスクが非常に高い。本町も含め地方の市町は、感染リスクが低いということであります。

感染リスクが高い首都圏以外に住みたいと思っている人は４０％近くもありまして、また、

働き方改革でテレワークが普及したことは、今後の本町の移住・定住事業の促進が図られる

ものと考えているところであります。

それでは、令和２年第２回定例会における私の一般質問を通告に従いまして行います。

最初に、新型コロナウイルスの蔓延防止のため経済活動が制約され、産業、経済は、百年

に一度というような大きな打撃と損失を被りました。我が国の全産業でＧＤＰの約２割、１

００兆円を超える損失を受けることになるという指摘もあります。政府は、損失を補塡する

ため赤字国債を発行し、第１次・第２次補正予算で約５６兆円の財政出動を行ったところで

あります。

本町においても、飲食店をはじめとする中小規模事業者や働く人の給料の減額や解雇、自

宅待機などで、収入は大幅に減少していることから、新型コロナウイルス感染症に伴う支援
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策について、次の点についてお聞きをいたします。

まず１点目は、融資や給付金等を受ける場合に必要となる住民票の写しや所得証明書など、

各種証明交付手数料を免除することについてでありますが、５月２０日に問い合わせたとこ

ろ、免除していないということでありましたので、通告書を提出しましたが、この通告書を

提出した５月２１日より免除されていました。素早い対応で、質問する必要がなくなったと

いうことです。１件３００円の小額ではありますが、行政も支援していますよというメッセ

ージが伝われば３００円以上の効果があると思いますので、評価をし、次の質問に移ります。

次に、収入が減少した事業者に家賃補助することについてでありますが、国の第２次補正

予算で緊急事態宣言の延長により、１か月の売上げが前年同期で５０％以上減少、または連

続した３か月で見て、売上げが３０％以上減少した事業者を下支えするために、給付上限額

を法人１００万円、個人５０万円とし、６か月間給付をする家賃支援給付金が閣議決定をさ

れております。国の基準に上乗せ、または該当しない店舗等に対し、町独自の家賃支援給付

金を交付する考えはないか、お聞きをいたします。

○議長（梅原好範君） 太田町長。

○町長（太田 昇君） 新型コロナウイルス感染症に伴いまして、町内事業者につきましては

売上げの大幅減少など大きな影響を受けているところでありまして、そうした中、現在、国

のほうで、先ほど議員ご指摘のとおり、家賃補助を含めた第２次補正予算が議論されておる

ところでありますので、国の動向も注視しながら、今後検討したいというふうに考えるとこ

ろであります。

○議長（梅原好範君） 篠塚君。

○１４番（篠塚信太郎君） 状況を見ながら検討するということでありますが、ご承知だと思

いますが、国の第２次補正予算の地方創生臨時交付金に、家賃支援を含む事業継続等の対応

分が含まれていると聞いておりますので、臨時交付金を活用し、給付を検討されることを要

望しまして、次の質問に移ります。

次に、収入が減少した事業者の固定資産税、軽自動車税相当額を助成する補助金交付要綱

を制定することについてであります。新型コロナウイルス感染症の蔓延防止のための措置の

影響により、中小企業者の収入が３０％以上減少した場合は、４月の地方税法の改正により、

令和３年度分の事業用固定資産税は、全額または２分の１が減額される規定が設けられたと

ころでありますが、令和２年度については減額が適用されません。軽自動車についても新型

コロナウイルス感染症に係る減額がないことから、中小事業者の固定経費の負担を軽減する

ため、収入が一定割合減少した事業者に対し、固定資産税、軽自動車税の納付後、その相当
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額を助成する町独自の交付要綱を制定する考えはないか、お聞きをいたします。

○議長（梅原好範君） 太田町長。

○町長（太田 昇君） 税の関係につきましても、令和３年分の固定資産税の関係につきまし

ては、議員が申されたとおりでありまして、それ以外で現在のところ、本町独自で何かの補

助事業を実施するという予定はありませんけれども、これも先ほどの答弁と同じように、今

後の動向を見ながら検討はしてまいりたいというふうに考えるところであります。

○議長（梅原好範君） 篠塚君。

○１４番（篠塚信太郎君） 今後の状況を見て、また検討するというご答弁でございますが、

本町の場合は自己所有の店舗が多いことから、家賃支給給付金に代わる支援策として、本年

度に限り固定資産税、また軽自動車税の減免を実施する考えはないか、再度お聞きをいたし

ておきます。

○議長（梅原好範君） 太田町長。

○町長（太田 昇君） 先ほど答弁をさせていただいたとおりでございます。

○議長（梅原好範君） 篠塚君。

○１４番（篠塚信太郎君） 次に、生活に困窮する独り親世帯への支援につきましては、国の

第２次補正予算で、低所得の独り親世帯に新型コロナウイルス感染症の影響による子育て負

担の増加や収入減少に対する支援を行うため、児童扶養手当受給世帯等に、第１子５万円、

第２子以降３万円を加算する臨時特別給付金を支給することが閣議決定をされております。

また、公的年金等を受給していることにより、児童扶養手当の支給を受けていない場合や、

所得制限により支給を受けていない者の家計急変により、所得制限限度額を下回る所得水準

となった場合は、配慮することになっております。本町においても小中高等学校の長期の臨

時休校による子育て負担の増や、離職等により収入が減少、生活が厳しい独り親世帯が多い

ことから、町独自に子ども１人当たり１万円を３か月分、国の支援制度に上乗せして支給す

る考えはないか、お聞きをいたします。

○議長（梅原好範君） 太田町長。

○町長（太田 昇君） 独り親家庭に対する支援につきましては、先ほど議員がおっしゃった

とおり、国において児童扶養手当の受給世帯等を対象に、臨時特別給付金の支給が予定され

ておるということでありますので、今後の状況を注視してまいりたいというふうに考えてお

るところであります。

○議長（梅原好範君） 篠塚君。

○１４番（篠塚信太郎君） 次に、本年度の町育英金の給付についてでありますが、新型コロ
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ナウイルス感染症対策措置の影響により、大学生をはじめとする学生のアルバイト収入が激

減し、学業を断念するといったような状況もありまして、このようなことがないよう、学び

の継続を支援するため、国は学生１人当たり１０万円を支給する、学生支援緊急給付金を創

設し、５月１９日に新型コロナ対策予備費の使用を決定しております。

本町の本年度育英生の募集は、既に５月２９日で終了をしております。募集要項では、１

世帯の複数同時給付については、２人目以降を半額給付としておりますが、学生等の生活支

援を行うため本年度に限り、２人目以降についても満額給付とする考えはないか、お聞きを

いたします。

○議長（梅原好範君） 樹山教育長。

○教育長（樹山静雄君） 育英金を２人目以降も満額給付に変更することにつきましては、将

来にわたっての育英基金制度の安定的な維持継続の観点から考えておりませんけれども、こ

れまでの学期ごとの分割交付を本年度に限り、当初の一括交付に変更できるよう現在、施行

規則の改正を検討しているところでございます。

○議長（梅原好範君） 篠塚君。

○１４番（篠塚信太郎君） 次に、本年度の須知高校生への町営バス利用促進助成金について

でありますが、質問の通告要旨が少し分かりにくいところがあったと思います。これから申

し上げるのが本当の趣旨でありますので、よろしくお願いします。

町営バス利用促進助成金は、通学定期券購入の２分の１となっているところでありますが、

通学定期券の割引率については、１か月は４０％引き、３か月は、１か月定期料金の３倍の

５％引き、６か月は、１か月定期料の６倍の１０％引きとなっておりますが、新型コロナウ

イルスの影響で収入が減少している世帯もあることから、本年に限り、どの期間の購入につ

いても、６か月定期の割引率である４６％引きとする考えはないか、お聞きをいたします。

○議長（梅原好範君） 太田町長。

○町長（太田 昇君） 須知高校生への町営バスの利用促進助成金につきましては、定期券購

入額の半額の助成を実施しておるところでありまして、定期券購入の一律４６％引きについ

ては、考えていないところであります。

○議長（梅原好範君） 篠塚君。

○１４番（篠塚信太郎君） 次に、国や府の支援金等申請については、ほとんどがオンライン

申請でありまして、高齢者やパソコン操作に慣れないなどの事業主は、申請が困難な状況に

あります。商工会と連携して講習会を開催する考えはないか、お聞きをいたします。

○議長（梅原好範君） 太田町長。
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○町長（太田 昇君） 国の持続化給付金につきましては、オンライン申請ということにされ

ておりまして、町内事業者の中にも、そういった端末操作等に慣れていないなどの理由によ

りまして、申請の相談を受けるケースがあるところであります。

申請が困難な事業者の方には、商工会と連携を図りながら、必要書類の案内など個別的な

対応を行って、申請サポート会場への誘導を行っているところであります。

また、京都府の休業要請対象事業者の支援給付金につきましては、簡易書留やレターパッ

クなど追跡可能な方法によりまして、京都府支援給付金センターに郵送することとなってお

ります。議員から提案のありました講習会につきましては、コロナウイルス感染症の拡大防

止の観点から実施をする予定はありませんけれども、引き続き個別相談において、対応を行

ってまいりたいと考えておるところであります。

○議長（梅原好範君） 篠塚君。

○１４番（篠塚信太郎君） 第２点目は、今後の新型コロナウイルス感染症対策等についてで

ありますが、第２波、第３波の可能性が排除できない状況の中で、新しい生活様式を着実に

実行していくことは、新型コロナウイルス感染症を封じ込めることにつながると言えます。

６月１日から小中学校も開校し、集団感染対策として、児童生徒や教職員の検温を実施す

る必要があると考えますので、小中学校、幼稚園、保育所や公共施設等に体温測定をするサ

ーモグラフィーカメラを設置する考えはないか、お聞きをいたします。

○議長（梅原好範君） 太田町長。

○町長（太田 昇君） 国が示しております新しい生活様式では、日常生活を営む上での基本

的生活様式としまして、家庭での体温測定や健康チェックを推進しておるところでありまし

て、まずは住民の皆さんにおいて、自身の健康状態を把握いただくことや、施設を使用され

る主催者が参加者の検温等を徹底いただくことで、公共施設内における感染は防げるものと

考えておりまして、監視人員を確保したり、監視体制も必要になってくることでありますか

ら、サーモグラフィーカメラを設置する予定はありません。

○議長（梅原好範君） 樹山教育長。

○教育長（樹山静雄君） 学校におきましても感染予防対策といたしまして、家庭での児童生

徒の毎朝の検温と健康観察を徹底しているところでございます。

学校施設へのサーモグラフィーカメラの設置につきましては、児童生徒への指導の在り方

や監視体制の整備等、運用上の課題もあり、学校現場の意見を聞きながら、まずは調査研究

から進めてまいりたいと考えているところでございます。

○議長（梅原好範君） 篠塚君。
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○１４番（篠塚信太郎君） 次に、イベントや人が多く集まる施設では、感染防止対策として、

都市部では既に、商業施設でも検温を実施しているところもありまして、本町においても、

検温を要請するとともに、事業者がサーモグラフィーカメラを購入する場合は、補助する考

えはないか、お聞きをいたします。

○議長（梅原好範君） 太田町長。

○町長（太田 昇君） サーモグラフィーカメラにつきましては、不特定多数の来場者がある

ような場所、また、イベント等には効果があるのかもしれませんけれども、現在のところ、

その導入に対して補助金を出すというようなことは検討をしていないところでありますけれ

ども、今後については国の動向も見ながら、検討したいというふうに考えるところでありま

す。

○議長（梅原好範君） 篠塚君。

○１４番（篠塚信太郎君） 次に、新型コロナウイルス感染症の第２波や第３波が襲来し、小

中学校が臨時休校になったとしても、これ以上、児童生徒の学習を遅らせるわけにはまいり

ません。その対応としてオンライン学習の環境整備を早期に進めることにつきましては、村

山議員からの質問で、文科省が進めるＧＩＧＡスクール構想の整備に向けて９月補正で予算

計上するとの答弁がありましたので、質問は省略いたします。

文科省が進めるＧＩＧＡスクール構想は、全国の小中学生１人にパソコンやタブレット端

末を１台確保して、学校内に高速大容量の通信ネットワークを構築する計画で、校内での双

方向の一斉授業とか、子ども一人一人の状況に応じた個別学習、ネットや動画を活用した授

業が可能になり、仮に、災害、感染者の発生といった緊急時の臨時休校があっても、児童が

端末を持ち帰り、オンライン学習もできるようになりますし、また、通信機器が整わない家

庭へのモバイルルーターの貸与や、学校側が使用するカメラなどの通信整備も文科省が支援

するということでありますので、本町のＧＩＧＡスクール構想の整備に向けまして、準備を

進めていただくことを要望しまして、次の質問に移ります。

次に、感染症対策の新しい生活様式の３つの中に手洗いが入っております。３０秒程度か

けて、きれいに手を洗いましょうということなんですが、最後に、蛇口を手回しで締めれば、

ウイルスが付着しておれば、またそれが洗ったきれいな手に付着するということになります

ので、小中学校、幼稚園、保育所及び公共施設の水道蛇口を手回し式からレバー式に取り替

える考えはないか、お聞きをいたします。

○議長（梅原好範君） 太田町長。

○町長（太田 昇君） 公共の施設につきましては、新型コロナウイルス感染症対策としまし
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て、小まめな手洗いや手指の消毒等の大切さが町民の皆さんにも浸透してきておりますので、

使用頻度の高い施設から順次整備を進めてまいりたいというふうに考えております。

また、町内の保育所におきましては、子どもたちが主に使う水栓につきましては、おおむ

ねレバー式に整備がされておるところでありますし、なお、新庁舎につきましては、レバー

式じゃなしに、手を出したら自動的に出てくる感知式の水栓を設置する予定となっておると

ころであります。

○議長（梅原好範君） 樹山教育長。

○教育長（樹山静雄君） 教育施設の水道蛇ロをレバー式に取り替えることにつきましては、

要望をいただいている学校もございまして、手洗いの後、ウイルスが手に付着するリスクが

軽減されるという感染予防の観点から、できるところから順次進めてまいりたいと考えてお

ります。

以上でございます。

○議長（梅原好範君） 篠塚君。

○１４番（篠塚信太郎君） もう既に他市町村では、このレバー式に全部取り替えたという調

査もありますので、できるだけ早期に取替えを進めていただきたいことを要望して、次の質

問に移ります。

次に、新型コロナウイルス拡大の第２波が懸念される中、本格的な雨の季節を前に、豪雨

災害などが発生した場合の避難所運営が懸案として浮上してきております。従来の避難所は、

ウイルスが拡大しやすい密集・密接・密閉の３密の条件がそろっております。このことから、

内閣府などから、避難所での新型コロナの感染拡大を防ぐため、都道府県が市町村に対し事

前に定めた避難所以外にも、可能な限り多くの避難所開設を求める内容の通知が来ているの

ではないかと思っております。

現行の第１次・第２次避難所で、感染症予防の３密を避けるためには、収容人員に限度が

ありまして、避難した人が全員入り切れない避難所が出てくるのではないかというふうに考

えられます。このため学校の空き教室や公共施設などの活用によりまして、新たな避難所を

指定するなどの検討を行う必要があるのではないか、お聞きをいたします。

○議長（梅原好範君） 太田町長。

○町長（太田 昇君） 指定避難所につきましては、既存の公共施設を活用しているところで

ありますけれども、必要に応じて再検討も行ってまいりたいと考えております。

なお、避難所内におけます感染症予防対策としまして、マスク、手指の消毒液、また、非

接触型の体温計でありましたり、パーティション等の備蓄を計画しておりまして、今定例会
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において補正予算を可決いただいたところであります。

また、先般５月１２日付で各区長宛てに、避難所での感染防止対策として、従来の避難所

だけでなく、安全な区域にあります、ご友人や親戚宅等への早期避難についても、区民の皆

さんに呼びかけをしていただくようお願いをしてきたところでございます。

以上です。

○議長（梅原好範君） 篠塚君。

○１４番（篠塚信太郎君） 次に、避難所での３密を避けるためには、パーティションの備蓄

が必要でありますが、先ほども少し答弁がありましたが、備蓄状況と備蓄計画について、お

聞きをいたします。

○議長（梅原好範君） 太田町長。

○町長（太田 昇君） 現在、パーティションとしましては、５０セットを備蓄しておりまし

て、先ほど申し上げましたが、この６月議会におきまして、国の地方創生交付金を活用しま

して、新たに７５セット購入するための補正予算を可決いただいたところでありまして、速

やかに購入してまいりたいと考えておるところであります。

○議長（梅原好範君） 篠塚君。

○１４番（篠塚信太郎君） 備蓄は５０セットで、７５セット追加で購入するということでご

ざいます。これで１２５セットなので、１次避難所が多分８０前後ぐらいあるん違うかなと

思うんですが、１か所に１つあるなし、２つは配置できないという状況でありますので、こ

れは早急にもっと整備をする必要があると思いますので、検討をいただきたいというふうに

思っております。

先ほどもありましたが、京都府の令和２年５月補正では、避難所の感染拡大防止対策に対

する市町村支援制度を創設しております。避難所の３密防止のため、パーティション等の資

材購入に２分の１の補助金が交付されますので、その制度を活用し、さらに備蓄する考えは

ないか、お聞きをいたします。

○議長（梅原好範君） 太田町長。

○町長（太田 昇君） その制度の活用も含めて検討してまいりたいと思います。

○議長（梅原好範君） 篠塚君。

○１４番（篠塚信太郎君） 次に、一般質問の通告をした時点では、臨時休校の長期化を踏ま

え、政府や文部科学省で、小学校の９月入学導入についてその是非が検討されておりました

が、最近になりまして、９月入学の来年度導入は見送り論が大勢を占めまして、今日の京都

新聞の記事には「政府は、来年９月入学断念へ」という報道がされております。これは、学
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校現場を預かる地方自治体、また、教育委員会で反対意見が噴出したことも要因となったと

聞いておりますが、小学校の９月入学制導入について、教育長の見解をお聞きいたします。

○議長（梅原好範君） 樹山教育長。

○教育長（樹山静雄君） ９月入学制の導入につきましては、国際化の観点から、検討そのも

のを否定するものではございませんが、国や地方公共団体の会計年度や就職活動など、社会

全体に大きく影響する問題でありまして、冷静な、また、かつ慎重な議論が必要であるとい

うふうに考えております。

教育委員会といたしましては、一番に今考えるべきことは、児童生徒の健康と安全を守る

こと、併せて、３か月間もの長きにわたり学校に行けなかった児童生徒の学力保障とか、楽

しい学校生活を取り戻してやることだというふうに捉えておりまして、そのために学校現場

とともに連携協力しながら、その部分をしっかり取り組んでいきたい。併せて、保護者の皆

さん方や地域の皆さん方のお力もお借りしながら、充実した学校生活が送れるように取り組

んでまいりたいと考えているところでございます。

○議長（梅原好範君） 篠塚君。

○１４番（篠塚信太郎君） ９月入学制導入につきまして、もう少し見解をお持ちでしたら、

お聞きをしたいと思いますし、９月入学制度を導入してまで学習の遅れを取り戻そうという

ような、文科省や政府の考え方なので、臨時休校によりまして、どれぐらいの学習の遅れが

出ているのかということと、今年度中に遅れを取り戻すことができるのか。また、来年度ま

で持ち越さなければならないのか。その辺の見解を、お聞きしたいと思います。

○議長（梅原好範君） 樹山教育長。

○教育長（樹山静雄君） ただいまのご質問でございますけれども、本年度中に全ての時間数

を取り戻せるかということについては、多分厳しい部分があろうかと思っております。そん

な中でも学習内容を精選しながら、できるだけ子どもたちには、いつもの年度と変わらない

ような学習内容となるように、今、取組を進めているところでございます。その一つとして、

夏休みも短縮いたしまして、約二十日間ほど短くなる予定で、計画をしているところでござ

いまして、学校現場のほうでも学習内容の計画的な推進に向けまして、努力をしているとこ

ろでございます。

そもそもこの９月入学制導入のことにつきましては、今回のコロナで臨時休校が長くなっ

たことから、学力の保障とかいろんな面で出てきたことでございますけれども、時期的なも

のがございますし、いろんな仕組みを随分変えていかんなん部分がありますので、これは、

やはり様々な角度から、よく見極めた上で検討すべきものであると思いますので、直ちに、
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これをどうしていこうかということには、ならないのではないかなと思っております。

長い教育の歴史も明治から始まっておりますけれども、長年積み上げてきた教育の仕組み

を一から見直すことにもなりますので、慎重な審議が必要かと。長い時間をかけて考えてい

くべき問題ではないかなというふうに私は考えております。

以上でございます。

○議長（梅原好範君） 篠塚君。

○１４番（篠塚信太郎君） 樹山教育長のお考えは、慎重論ということで捉えたらよろしいで

すね。

次に、新型コロナウイルス感染症対策の一環として、町職員の在宅勤務が事前準備もなく、

急遽実施されたところでありますが、民間企業の在宅勤務でも、業種によって違うと思うん

ですが、一般的な事業所では、ある社長がおっしゃっているのは、業務効率は３分の１程度

というふうに言われておりますことから、町職員の在宅勤務、ネットワークに接続していな

い自宅のパソコンでは事務効率が非常に悪いと、私は思っております。

在宅でどのような勤務をされていたか、把握もできていないと思いますので聞きませんが、

今後、在宅勤務を実施する場合には、事務効率の向上を図るために、専用のモバイル機器を

貸し出すべきではないか、お聞きをいたします。

○議長（梅原好範君） 太田町長。

○町長（太田 昇君） 行政機関としまして高度な個人情報を取扱いしておりますし、公文書

も取扱いをしているということで、これを持ち出すということになりますと、相当高度なセ

キュリティーが求められるということでありまして、そういった観点からも、自宅から役場

の情報システムにインターネット経由で接続するというようなこともできないわけでありま

す。

職員にモバイル端末の貸出しをしようとしますと、やはりそういった一定のルールが必要

になってまいりますし、今あるシステムに、そのまま端末さえ持っていって、つなげばいい

というものではありませんので、それ用のシステムをつくる必要があります。今あります端

末は、その端末自体にいろんなデータが入っております。言わばデータがいっぱい入った、

肥えた状態のファットクライアントという名前で呼ばれていますけれども、それをサーバの

ほうで主に処理をして、中身のない端末機を持ち出す必要があります。それを痩せた端末、

シンクライアントというような名前で呼ぶようですけれども、そういうシステムの転換を図

っていかないと、単に持ち出してつなげば済むというものではないということであります。

その辺も含めてですね。
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ただ、今回、確かにいろんな課題も出てきましたので、情報セキュリティーの確保を当然

図った上で、働き方改革についてもつながることでありますので、どのような環境整備がで

きるのか、検証はしてまいりたいと考えておるところであります。

○議長（梅原好範君） 篠塚君。

○１４番（篠塚信太郎君） 町長の答弁のとおりでありますし、在宅勤務専用のモバイルでし

たら、オンライン会議とかパソコン操作をしていた時間等が表示されまして、業務の状況が

把握されますので、ぜひこれは導入をしていただきたいというふうに提案をします。また、

新型コロナの関係、テレワークをそのまま続けようという企業もございますので、役場の業

務で１００％の効率がテレワークで上げられるということになれば、これは今建てとる広い

庁舎が要らんというようなことにもなってきます。その辺も十分検討いただきながら進めて

いきたいなというふうに思っております。

以上で、私の一般質問を終わります。ありがとうございました。

○議長（梅原好範君） これで、篠塚信太郎君の一般質問を終わります。

これより暫時休憩に入ります。再開は１２時４５分とします。

休憩 午前１１時３４分

再開 午後 ０時４５分

○議長（梅原好範君） 休憩前に引き続き会議を再開します。

本日の本会議における議員につきましては、感染予防策として密を避けるため、午後から

も、議員７名について別室に移動いただき、テレビモニターでの視聴をいただきます。あら

かじめ連絡していますとおり、７名の議員の移動をお願いいたします。

暫時休憩します。

休憩 午後 ０時４６分

再開 午後 ０時４７分

○議長（梅原好範君） 休憩前に引き続き会議を再開いたします。

現在、着席いただいている席を本日午後の席順といたします。

次に、谷山眞智子君の発言を許可します。

１３番、谷山眞智子君。

○１３番（谷山眞智子君） １３番、谷山眞智子。

通告に沿って質問をいたします。よろしくお願いします。

まず最初に、新型コロナウイルス感染対策として、京丹波町病院及び和知診療所が医療従

事者と受診者等の感染予防について、この数か月、どのようなことを実施されてきたか、お
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伺いします。

また、ちょっと書いていないんですけれども、歯科診療所のことについても、もし分かり

ましたらお願いしたいと思います。

○議長（梅原好範君） 太田町長。

○町長（太田 昇君） まず、大前提としまして、「院内から感染者やクラスターを絶対出さ

ない」という強い危機意識の下、京丹波町病院、和知診療所、また、歯科診療所も同様だと

思いますが、対応策を講じてきております。現時点におきましては、緊急事態は解除されま

したが、まだウイルスが消滅したわけではありませんので、第２波、第３波の襲来というの

も予測ができるところでありますので、医療現場におきましては、この収束については長期

化するのではないかということを覚悟しながら進めておるところであります。

病院内におきましては、医療法等にのっとり定めております医療安全管理マニュアルに従

った対応策を講じておりまして、具体的には、入院患者様への面会の禁止、夜勤看護師の病

棟業務と救急外来業務の完全分離、来院された全ての方を対象とした検温の実施、発熱外来

の開設や薬の長期の投与など、濃厚接触や飛沫感染を防ぐ、でき得る限りの対応策を講じて

おるところであります。また、日々の消毒でありましたり、換気・清掃作業も念入りに行い

まして、施設内の衛生管理を強化しております。

そして、医師をはじめとする医療従事者につきましては、感染防護服やマスクの着用はも

とより、日々の健康観察や会議時間の短縮化や昼食時間・場所の分散化などについても実施

をしております。

今後につきましても、強い危機意識を持ち続けまして、基本的には国、京都府、南丹保健

所、医師会など各関係機関からの情報収集にも努め、その方針や指導にのっとりまして、さ

らなる感染予防策を講じてまいりたいというふうに考えておるところであります。

○議長（梅原好範君） 谷山君。

○１３番（谷山眞智子君） 緊急対策宣言が解除されてから、今後、第２波が心配されるわけ

ですが、今の町長のお答えによりますと、今の感染対策を続けていくということでよろしい

でしょうか。

○議長（梅原好範君） 中川医療政策課長。

○医療政策課長（中川 豊君） 先ほど町長の答弁もございましたが、まだウイルスが消滅し

たわけではございませんので、当面の間、いろいろな情報を収集しながら、現状の感染防止

対策を継続してまいります。ただ、状況が日々変わっておりますので、なるべく早くの段階

で、入院患者のご家族とか、あるいは、外来でお越しいただいとる患者とかの負担軽減には
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努めてまいるように検討していきたいと考えております。

以上です。

○議長（梅原好範君） 谷山君。

○１３番（谷山眞智子君） よく報道でもされているんですけれども、医療関係がコロナによ

ってすごく減収しているということなんですが、多分、京丹波町病院もそういう人数も減っ

てるし、収入のほうも減ってきていると思うんですけれども、その状況と、それに対して町

長はどのようにお考えになっているか、お伺いします。

○議長（梅原好範君） 中川医療政策課長。

○医療政策課長（中川 豊君） 昨年度と金銭的に比べますと現在、決算の真っ最中ですので、

金額には反映できておりませんけれども、患者の人数から見てみますと、京丹波町病院の例

を挙げてみますと、実は、入院患者は平成３０年度と令和元年度と比べますと、１年間の入

院患者は増えているんです。これは地域包括ケア病床の関係になります。ただ、月ごとに見

ますと、今年の４月と去年の４月を比べますと、一月に２８４人の患者の減です。それから、

今年の２月から３月の比較をしますと、３月は１７７名の減少ということで、今年の２月、

３月、４月と入院患者についてはどんどん下がっておるということになります。

京丹波町病院の外来につきましては、今年の２月、前年度の２月と比べまして３１５人の

減少、３月におきましては、前年度と比べて２８６人の減少、この４月につきましては、前

年度と比べて４３０人の減少ということで、患者の減少が見られるということになります。

以上です。

○議長（梅原好範君） 谷山君。

○１３番（谷山眞智子君） 今の状況を聞いていただいたら、やはり今度、一般会計からの補

正を、また以前より多くなると思いますが、今やはり命のほうが大事ですし、そして京丹波

町病院は京丹波町に一つしかない病院ですので、感染が出ないように、いろいろ経済のこと

も考えられるでしょうけれども、今は感染者を出さないように、十分に対応していっていた

だきたいと思います。

続きまして、特別給付金についてお尋ねします。

令和２年４月２７日現在、京丹波町の住民基本台帳に記載されている全ての住民が、１０

万円の特別給付金の対象となっています。その中で外国人技能実習生の手続がどのような状

況であるのか、お伺いしたいと思います。

○議長（梅原好範君） 太田町長。

○町長（太田 昇君） 町内在住の外国人の技能実習生の方につきましては、６５名のうち、
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５月末現在で、５０名の方に申請をいただいておるところでございます。

また、町民の皆さんに対しても、確実に届くよう広報紙なり、お知らせ、また、ケーブル

テレビ等によりまして、申請に関する啓発を行っておるところでありますし、１か月が経過

する中で申請がされないという方については郵送なりなんなりで、お知らせを再度させてい

ただく予定としております。

今日も出ておりましたが、人口当たりでは９０％を超える方への振込が確定をしておるよ

うな状況でございます。

○議長（梅原好範君） 谷山君。

○１３番（谷山眞智子君） 今、町長がお答えいただいたように、本当に、よそと比べたら、

ちょっと郵送とか遅かったんですが、配布については、すごいスピード感を持ってしていた

だけたなということは、すごくよかったと思っています。ただ、外国人技能実習生の方も、

まだ何名かは出されていないかもしれませんので、今おっしゃっていたように、あと１か月

ほどしてチェックして、また郵送するということですが、もう少し丁寧に、やっぱり外国人

実習生の方は、お尋ねしたところによりますと、大きな企業ですと人事担当の方と通訳の方

が対応して、必要な書類についてはコピーし、書き方もちゃんと丁寧に説明して、それを添

えて出したということでした。しかし、そのほかのところにつきましては、ちょっとまちま

ちかなというところがありますので、やはりせっかく京丹波町で働いてくださっている技能

実習生の方にも全てに行き渡るように。技能実習生の方だけじゃないですけれども、全町民

に行き渡るように、落ちこぼれのないように、そういうふうな対応をよろしくお願いしたい

と思います。

続きまして、これから秋にかけて、大雨や台風のシーズンを迎えます。新型コロナウイル

ス感染の第２波が心配される中、複合災害が起きる可能性があります。３密を避けるなど避

難所の在り方、また、ガイドラインの作成が欠かせないのではないかと思います。

また、準備品についても、先ほどおっしゃっていたように、パーティション、それぞれの

仕切りのようなものも必要ということで、それと、感染症に対しては、じかにいるというの

は駄目で、やっぱり高さが必要になるということも聞きますから、ベッドみたいな形の、も

うちょっと高さのあるようなものが、感染症対策には必要であるということが言われており

ます。そういうことでガイドラインの作成を考えておられるのかというところをお尋ねしま

す。

○議長（梅原好範君） 太田町長。

○町長（太田 昇君） 新型コロナウイルスの感染症対応に係ります避難所の関係につきまし
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ては、先ほど篠塚議員のところでお答えをしておりますので、議員からご質問のガイドライ

ンの部分に関して、改めてお答えをさせていただきたいと思いますけれども、ガイドライン

の作成につきましては、避難所におけます新型コロナウイルス感染症への対応に関する国の

通知に基づきまして、京都府等関係機関と協議・調整を図る中で現行、住民の避難マニュア

ルというのがありますけれども、その中に加える形で検討を行ってまいりたいというふうに

考えておるところであります。

○議長（梅原好範君） 谷山君。

○１３番（谷山眞智子君） それと、ちょっと付け加えてなんですが、飼い主の責任によるペ

ットとの同行避難について、災害時におけるペットの救護対策ガイドラインが環境省から平

成２５年に自治体に配付されています。京丹波町でもペットとして飼われている犬とか猫が

多くありますが、このようなコロナ複合災害のガイドラインにも、そういうことを含めてい

かれるのかどうか、お尋ねしたいと思います。

○議長（梅原好範君） 長澤総務課長。

○総務課長（長澤 誠君） ペットに関してでございますが、先ほど町長からもありましたよ

うに、マニュアルのほうにも避難所のペットに関する部分がありまして、そういったところ

も活用しながら、今後も対応していきたいというふうに思いますし、先ほど申されました、

平成２５年の環境省の通達に基づきましてこのマニュアルをつくっているわけでございます

が、今後の状況も変わってくることもあると思いますので、そういった内容も日々研究して、

マニュアルに取り組んでいきたいと考えております。

○議長（梅原好範君） 谷山君。

○１３番（谷山眞智子君） 昔であれば、ペットというのは、犬とか猫は別にほっといてもえ

えというような感じやったんですけれども、もうこの頃は、ペットといえば子どものように

かわいがっておられる方も多々ありますし、やはりそういうところで、ガイドラインのほう

に記していただければよいと思います。ただ、ガイドラインでずっと調べてますと、ペット

の救護について、場所的な問題というのもありますので、公民館とかそういう避難場所の状

況とか、それから、狂犬病とかの注射で登録されている犬の数とかで、その地域にどれぐら

いいるかも多分、分かると思いますので、細かいことですけれども、そういうこともちょっ

と調査していただいて、ガイドラインに生かしていただきたいと思います。

続きまして、町内には福祉施設が二十余りあります。勤務されている職員の方々が新型コ

ロナ感染予防に必要なマスク、防護服、手袋、消毒液等の衛生品の確保ができているのか、

無理な勤務をしていないかなど問題点について、関係各課との緊密な連絡体制がつくられて
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いるのかどうか、伺います。

○議長（梅原好範君） 太田町長。

○町長（太田 昇君） 新型コロナウイルスの関係で、衛生用品をはじめとしまして、そうい

った品物の需給が逼迫をしておるという中にありまして、それぞれの施設におきまして、そ

の確保に努めていただいておるところでありますし、また、代替できるものについては、そ

れを活用いただいているところでありますけれども、非常に厳しい状況であるということは

お伺いをしておるところであります。

なお、その衛生用品等でありますけれども、都道府県、京都であれば京都府を中心に、不

足状況の把握でありましたり、医療機関を含めた総合的な需給の管理が行われておるところ

でありまして、町としましても、備蓄物資でありますマスクの貸与などの可能な支援を続け

てまいりたいと考えておるところでございます。

○議長（梅原好範君） 谷山君。

○１３番（谷山眞智子君） 特にマスク、最初のときに言うていただいて、それぞれの事業所

に配布していただいたんですが、それを過ぎていきますと今度、防護服が少なくなってきて

いるのと、それから消毒液、手袋も少なくなってきてるというふうに、さっき聞いたときに、

そうおっしゃっていたので、そういう面についても、やはり京丹波町に在住の方がそういう

施設でお世話になっておりますので、その点、担当の課の方もいろいろ大変なときですけれ

ども、そういうことに対応していただいて、施設でも、通所施設でも感染者を出さないよう

に、お互い協力して、いつも町長がおっしゃるようにオール京都じゃないですけど、一丸と

なって、していっていただきたいと思います。

続きまして、最終よろしくお願いします。

新型コロナウイルスの影響によって、保育所、幼稚園、小中学校は３か月余り、休園・休

校となりました。その間、学習の機会を奪われた子どもたちのために、本町ではケーブルテ

レビで「まなびあいチャンネル」の放送などをする取組を行われました。しかし、休校によ

る学校教育の空白を埋めることは容易ではありません。

一方で、学校教育のオンライン化、つまりインターネットを使用して、学校と家庭をつな

ぐ遠隔授業の実現がコロナウイルスの影響下で、切実な課題として浮き彫りになりました。

文科省では、小中学校の全学年で１人１台のパソコン配備とネットワークの整備を目指す、

篠塚議員もおっしゃっていましたが、ＧＩＧＡスクール構想を打ち出しています。本町のＩ

ＣＴ教育について、取組状況をお聞かせいただきたいと思います。

○議長（梅原好範君） 樹山教育長。
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○教育長（樹山静雄君） ただいまのご質問でございますけれども、現状としてのＩＣＴ教育

の様子について先にお話をさせていただきますと、本町のＩＣＴ教育につきましては、平成

２９年度に導入した学習系のパソコンで、教育ソフトやデジタル教科書を使用した学習を進

めております。本年度は、まだ休みが続いていましたので、授業そのものはできておりませ

んけれども、昨年度までは、そういう形で進めておったところでございます。

また、今、議員ご指摘のとおり、臨時休業期間中には、ケーブルテレビや町のホームペー

ジを活用しまして、家庭学習支援番組として「まなびあいチャンネル」を動画配信させてい

ただいたところでございます。また、独自に制作した授業動画を、動画共有サイトに自校生

徒に限って配信しているという中学校もございます。そういったことで現時点としましては、

今あるもの、町内にあるシステムをうまく活用して、情報教育に取り組んでいるという状況

でございます。

また、谷山議員にご指摘いただきましたＧＩＧＡスクール構想のことにつきましては、文

部科学省のほうも令和４年度までにという計画でございましたけれども、今回の事案を踏ま

えまして、できるだけ前倒しでやっていこうという国の動きでございますので、このＧＩＧ

Ａスクール構想の具現化に向けまして、オンライン学習をしっかり取り組めるように、でき

るだけ早く導入に向けて研究を進めているところでございます。

以上でございます。

○議長（梅原好範君） 谷山君。

○１３番（谷山眞智子君） 今、教育長からの説明もありまして、京丹波町も最先端は行って

おりませんが、何とかみんなに学習の機会が当たるように、努力されているということをお

伺いして、ちょっと安心しました。

政府は、コロナ緊急対策としてＧＩＧＡスクール構想を前倒しして、補正予算２，２９２

億円を計上しました。休校が長期化した子どもたちに学びを保障するため、遠隔教育の実現

などを目的としているものです。

コロナ休校が続く中、熊本市では、市内の全小中学校でオンライン授業を実施しています。

この非常時に、このような迅速な対応が可能になったのは、２年かけて情報通信環境を整備

してきた結果であります。

また、「できることからやる」がその基本だそうです。本町でもピンチをチャンスに変え

て、パソコンを活用した新しいＩＣＴ教育を目指していただきたいと思います。

以上をもちまして、私の一般質問を終わります。どうもありがとうございました。

○議長（梅原好範君） これで、谷山眞智子君の一般質問を終わります。



－１０６－

次に、東まさ子君の発言を許可します。

１１番、東まさ子君。

○１１番（東まさ子君） それでは、令和２年第２回定例会における一般質問を行います。

まず１点目、コロナウイルス感染症対策について伺います。

５月２１日、京都府の新型コロナウイルス特別措置法に基づく緊急事態宣言の解除、２５

日には全国で解除されました。この間、住民は、３密を避けつつ、安全な生活、外出につい

て考え、行動しながら元の暮らしを取り戻すため頑張っているところであります。

しかし、感染の不安は消えず、非常に厳しい状況が続いているのが現状です。政府の対策

も、事業所の休業、自粛を要請したことによる補償として緊急経済対策を実施し、特別定額

給付金や持続化給付金、社会保険料の減免猶予など実施をしてきましたが、さらに充実や改

善を求める世論の力の下、政府は、第２次補正予算で医療提供体制の拡充や中小企業支援な

どを決定しました。予備費の１０兆円など問題も指摘されておりますが、新たに２兆円の臨

時交付金も交付されることから、引き続き収束まで、町民の生活となりわいを守るための支

援を、町民の意見を取り入れて力を尽くしていただくことを求めるものであります。

それでは、伺います。

まず、全国民一律１人１０万円給付の特別定額給付金の申請権について伺います。定額給

付金の給付対象者及び受給権者は基準日(令和２年４月２７日)において、住民基本台帳に記

録されている方で、世帯の世帯主となっております。老人施設に入所の場合は、職員が代理

申請できることとなっております。一律１０万円給付は外国人も含め、４月２７日時点で住

民基本台帳に記載されている全ての人が対象であります。

この制度の趣旨に基づき、文字どおり全ての国民に行き渡る制度でなくてはなりませんが、

４月２７日に死亡された場合の申請についての対応はどうなるのか、伺いたいと思います。

また、申請が困難な方、代理申請など支援があると思いますけれども、その考え方につい

てもお伺いをいたします。

○議長（梅原好範君） 太田町長。

○町長（太田 昇君） 単身世帯で、申請前に亡くなられた場合につきましては、給付の対象

にはなりませんが、２人以上の世帯で、世帯主以外の方が亡くなられた場合につきましては、

世帯主が受給をされるということになります。また、同じように２人以上の世帯の場合で、

世帯主の方が亡くなられた場合につきましては、その世帯員のうちから新たな世帯主となら

れた方が申請をされ、受給いただくということになります。

また、福祉施設入所者や障害のある方、さらには、日常生活に支援を要する方々等、申請
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が困難な方の対応としましては、スムーズに申請ができるよう、関係機関や関係団体、ある

いは民生児童委員に協力をお願いしておるところでございます。

○議長（梅原好範君） 東君。

○１１番（東まさ子君） 質問の４月２７日に亡くなられた方の対応というのはどうなってい

るのかということについて答弁がございませんので、お聞きをしておきたいと思います。

○議長（梅原好範君） 太田町長。

○町長（太田 昇君） 答弁をさせていただいたつもりでおりますが。

○議長（梅原好範君） 東君。

○１１番（東まさ子君） ４月２７日時点で亡くなられた方については、この給付金の対象に

ならないということでありました。老人施設の入所の方については代理申請ができるという

ことでありますが、４月２７日時点で亡くなった方は、代理申請の手続ができないというこ

とで、対象にならないということでありましたが、実際はどうなっているんですか。対象と

なったんですか、ならなかったんですか。

○議長（梅原好範君） 山森参事。

○参事（山森英二君） 代理申請というのは、その手続の問題でありまして、まず、この対象

になるべき人は、４月２７日現在が基準となります。そこからお亡くなりになった方、それ

から、申請をする場合については、個人でできない場合については、誰かを立てて代理申請

をされる方、これはもう手続の問題ですので、まずは、２７日現在で生存されている方が、

全てが対象ということになります。

ただし、対象にはなられましたけれども、申請をされるまでに亡くなられた方、ここから

また二つに分かれるんですが、単身世帯の方でありますと、申請前に亡くなられた方につい

ては、もう実務上の給付事務が発生しませんので、対象外ということになりますので、そこ

ら辺でそれぞれのケースによっては変わってくる場合があるということであります。まず、

基準日に、その対象者になっているかどうかが一つのポイントといいますか、基準というこ

とになろうかと思っております。

以上です。

○議長（梅原好範君） 東君。

○１１番（東まさ子君） 本町の場合は、申請書が配布されたのが５月１２日ということだっ

たので、４月２７日に亡くなっておられるということでありますので、対象とはなりますけ

れども、申請の手続ができないということであって、対象とならなかったということであり

ます。４月２７日時点で対象となっている方が、亡くなられたという特別の事情があります
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けれども、基準日が４月２７日でありますので、相続権もあったりするので、町として、や

っぱりこういう特別の事情として認めるべきではないかと思いますけれども、どのようにお

考えなのか、お聞きをしておきたいと思います。

○議長（梅原好範君） 山森参事。

○参事（山森英二君） 先ほども申しましたけれども、まず、４月２７日が基準日になります

ので、住民基本台帳に登録されている方というのを４月２８日に、町としては該当の方を、

リストアップさせていただきます。したがいまして、４月２７日に亡くなられた方について

は、もうその時点でリストから外れてしまうということになってしまいます。

議員がおっしゃるような、いろんな事情でもって町独自でそういう対応をもう少し考えら

れないかということでございますけれども、そもそもこの給付事業が国の特別給付金事業と

いうことになっておりますので、国の事業の実施要領に定めたとおりでしか給付ができない

ということが原則かと思っております。全国一律で給付をされるということですので、本町

だけが実施要領から少し外れたような対応はできないということをご理解いただきたいと思

います。

○議長（梅原好範君） 東君。

○１１番（東まさ子君） ちょっと聞き間違いかも分かりませんが、４月２７日が基準日、町

としては、４月２８日に対象者となる方を拾ったということでありますが、４月２７日が基

準日であるので、４月２８日の調査時点では、その対象として残っているのではないですか。

○議長（梅原好範君） 山森参事。

○参事（山森英二君） リストを上げますのは４月２８日という、これは実務的な作業ですけ

れども、４月２７日現在にお亡くなりになった方は、２７日中はもうリスト、基準日から外

れるということになっております。

以上です。

○議長（梅原好範君） 東君。

○１１番（東まさ子君） 国のそういうマニュアルみたいなものがあるのですか。

４月２８日時点で、もう申請の権限はないということですけど、やはり基準日が４月２７

日としていることも含めて、特別な事情でありますので、いろんな政府が考えている施策に

ついても、矛盾とか改善点が見つかれば見直しをしてやっていることも多々ありますので、

もう一度、町として４月２７日時点で、その基準日は該当しているので、こういうケースは

どうであるかというふうなものを、国のほうに伝えてもらうというのはできないものなのか、

お聞きをしておきたいと思います。
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○議長（梅原好範君） 山森参事。

○参事（山森英二君） ４月２８日にリストを作成するという意義ですけれども、４月２７日

に死亡されていない方ということですので、４月２７日にリストをつくってしまうと変動が

生じますので、４月２８日に実務上、リストを出しているということでございます。国のほ

うに対しては、我々実務を担当する者としては、国の実施要領に基づいて、その範囲でしか

給付ができないということでございます。ただし、いろんなケースがありますので、難しい

案件については町だけの判断ではなしに、京都府を通して国のほうにも、こういう事例は、

実際どうしたらいいのかというのは、その都度、照会をさせていただいております。議員の

おっしゃっているそういうケースについても、先ほどから答弁をしておりますように、４月

２７日現在で亡くなられた方については対象にはならないという回答のもとに給付をしてい

るということでございます。

○議長（梅原好範君） 東君。

○１１番（東まさ子君） ４月２７日に亡くなられた方は対象にならないということでありま

すけれども、反対に、４月２７日の住民基本台帳に載っている方はその対象になるというこ

ともありますので、もう一度、国のほうに、こういう特別の事情、こういうことは予測され

ていなかったかも分かりませんので、ぜひとも申入れしていただくいうことは、お願いでき

ないものか、お聞きをしておきたいと思います。

○議長（梅原好範君） 山森参事。

○参事（山森英二君） この基準日については、京丹波町だけではなしに、いろんなところも

やっぱりそのジャッジをする上で国のほうには聞いているんだというふうに思います。京丹

波町も、Ｑ＆Ａの照会の中で聞かせていただいておりまして、照会する中では先ほどから答

弁しているように、４月２７日中に死亡された方については対象外という回答を頂いており

ますので、それ以上の分は、今の段階では対応ができないということでございます。

○議長（梅原好範君） 東君。

○１１番（東まさ子君） いろいろとできることはあると思うんです。相続権とかもあります

し、たまたまその施設に入所しているというのは、その施設に入所したことによって住所を

変更しなくてはいけないということでありますので、そういうことも考慮の範囲にしていた

だいて、ぜひとも引き続き国のほうへ申入れをしていただきたいと要請をしておきます。

次に、国は、新型コロナウイルス感染症に伴う緊急経済対策として市町村に対し、新型コ

ロナウイルス感染症の影響で収入が減少した国保加入者の２０１９年度、２０２０年度の国

保税について、減免するよう通知を出しております。そして、自治体が国保税の免除等を実
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施した場合、保険税収入の減収分を国が全額補塡するとしております。

免除等の対象になるのは、主たる生計維持者の収入が前年度比で７割以下になった場合で

あり、前年の合計所得が１，０００万円超えの場合、あるいはまた、減収した収入以外に４

００万円以上の収入がある場合は対象外としております。国保税のほかに介護保険料、後期

高齢者医療保険料も同じく減免がされます。

後期高齢者医療の保険料については、今日も新聞折り込みがされておりましたけれども、

これから税や保険料の納入通知書が送付をされますが、通知書とともに減免猶予制度を分か

りやすく周知できる印刷物を一緒に送付し、必要な人が利用できるよう徹底されたいと思い

ますけれども、見解をお聞きいたします。

○議長（梅原好範君） 太田町長。

○町長（太田 昇君） 町民税及び国民健康保険税につきましては、例年それぞれの納税通知

書に制度の概要を説明したチラシも同封しておるところであります。このチラシに減免制度

を記載して、周知を図ってまいりたいと思いますし、また、税の徴収猶予につきましては、

ホームページと、次回に発行いたします広報紙のお知らせ版のコロナ関連支援特別号に制度

の概要を掲載して、周知を図りたいというふうに考えます。

介護保険料につきましても、例年納入通知書に制度の概要を説明したチラシを同封してお

りますけれども、減免制度についても周知を図ってまいりたいと考えておるところでござい

ます。

○議長（梅原好範君） 東君。

○１１番（東まさ子君） これまでも減免の通知もしているということでありますが、今回は

国が減免をするということで、３割以上収入が減少した場合は、減免の対象になるというこ

とを示しております。減額や免除の詳細についてお聞きをしておきたいと思います。

○議長（梅原好範君） 豊嶋税務課長。

○税務課長（豊嶋浩史君） 国保税の減免についてですけれども、世帯主の令和２年２月以降

の最低収入月額であります任意の月の事業収入・不動産収入・山林収入・給与収入額を基準

として年収を算定しまして、前年収入額と比べて３０％以上減収されている場合が、この減

免の所得に関する判定基準であります。

それと、もう一つ、新型コロナウイルスの感染症によりまして、主たる生計維持者が死亡

した場合、重篤な傷病を負った世帯につきましては全額免除という制度となっております。

以上でございます。

○議長（梅原好範君） 東君。
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○１１番（東まさ子君） 今、課長がおっしゃいましたように、それぞれ細かい、３０％以上

は、これこれの金額が減免されますという、そういうものが国のほうから来てますね。そう

いう詳しいチラシを作成して、それを一緒に同封していただくということを今回はお願いし

ているわけでありますが、その点についてお聞きをしておきたいと思います。

○議長（梅原好範君） 豊嶋税務課長。

○税務課長（豊嶋浩史君） 国保についてのチラシなんですけれども、毎年、国保の本算定の

ときに、今年もなんですけど、令和２年度の国民健康保険税納税通知書を送りますというチ

ラシを入れさせてもらってるんですけれども、この中に内容をチョイスしまして、分かりや

すい、見やすい形で入れさせていただいて、今の収入減の関係とか、どういう方がなられる

というような概要を入れさせていただきます。長々と書いたら、またなかなか読んでいただ

きにくいかと思っておりますので、できるだけ詳細なところを概要的に読んでいただけるよ

うな形で入れさせていただきたいと思っています。

以上でございます。

○議長（梅原好範君） 東君。

○１１番（東まさ子君） この減免ですが、国保でありましたら１２か月の支払い期限という

ことになっておりますけれども、減額の遡及は、いつまでできますか。

○議長（梅原好範君） 豊嶋税務課長。

○税務課長（豊嶋浩史君） 減額につきましては、２月１日以降の納期限のものにつきまして

ですので、令和元年度の１１期・１２期分も対象になります。

以上でございます。

○議長（梅原好範君） 東君。

○１１番（東まさ子君） それから、新型コロナウイルスの影響で収入が減少する世帯の保育

料について伺いますが、税、社会保険料と同等に１年間の徴収猶予を可能とするとともに、

収入認定の時期を現行の規定にかかわらず、令和２年２月以降の収入減少を反映できるよう

にして、軽減を図るべきではないかと思いますが、見解をお聞きいたします。

また、コロナ問題にかかわらず、ゼロ歳～２歳の保育料を無償とするには、財源は幾ら必

要なのかも併せてお伺いをいたします。

○議長（梅原好範君） 太田町長。

○町長（太田 昇君） 従来から保育所の利用料につきましては、保護者からの納付相談に応

じており、特段の徴収猶予というのは考えていないところであります。収入認定の時期に関

する規定は、子ども・子育て支援法において定められており、変更することはできませんが、
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新型コロナウイルス感染症拡大防止による家庭保育にご協力をいただき、保育所の利用を自

粛いただいた家庭を対象に、利用料や給食費を日割計算により減額をいたしておるところで

あります。

なお、ご質問がありました、ゼロ歳～２歳の４月分の保育所利用料の収入額というのは、

１０７万８，９００円となります。

以上です。

○議長（梅原好範君） 東君。

○１１番（東まさ子君） これまで保育料の無償化がされまして、３歳～５歳までは、給食費

はかかるようになりましたが、無償となったわけでございます。ゼロ歳～２歳までの保育料

の無料についても検討していただくことを求めておきたいと思います。

また、収入認定の時期ということで質問させていただきましたが、保育料は、前年の所得

に応じて決まりますので、やはり収束するのも、いつか、めどもついておりませんので、ぜ

ひとも収入減少を反映できるようにして、保育料の軽減を図るということも併せて検討して

いただくことを求めておきたいと思います。

次に、新型コロナウイルスによる収入減少と負担増から住民の暮らしを守るために、また、

収束後の回復を促進するために、消費税を５％に引き下げることを国に求めるべきではない

かということであります。

日本経済の長期低迷の原因、これは、働く人の賃金が上がらないことにあると思われます。

１９９７年から２０１８年までの約２０年間の民間の労働者１人当たりの収入、これを主要

先進国について比較すると、イギリスでは１９３％、アメリカ１８２％、フランス１６９％、

ドイツは１５９％と、年平均にすると２％～３％の賃金の上昇があったということでありま

す。これに対して日本は、賃金が上昇どころか下落をしているのであります。そのため賃金

が上がらないから消費が増えない。消費が増えないから経済が成長しない。長期経済低迷の

原因はそこにあります。賃金を上昇させる政治が必要ということになります。

こうした状況の下、安倍内閣は、消費税を２度にわたり増税をいたしました。その大失政

が景気後退を招いております。取りあえず消費税を元の５％に戻せという国民の声を国に届

けるべきと考えますが、見解をお聞きしておきたいと思います。

○議長（梅原好範君） 太田町長。

○町長（太田 昇君） 新型コロナウイルスの関係で消費税の引下げという議論は、定額給付

金と同様の制度の代わりに引き下げてはどうかというような議論があったことは承知をして

おりますが、定額給付金が実施をされることになりました。
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税をどういうふうに負担するかというのは、まさに国をどうつくるかということですので、

国政の場で本来検討されるべきものというふうに考えておるところでありますけれども、ま

さに、どんな国をつくるか。低負担で低福祉の国にするのか、中負担で中福祉の国にするの

か、高負担で高福祉の国にするのかということをある程度決めていく必要があるかと思いま

すし、国民の側も、そういうコンセンサスをつくっていく必要があるかと考えます。

もちろん低負担で高福祉になればいいわけでありますけれども、消費税は５％やけども、

福祉については北欧並みにやってほしいというようなことは、これは誰がどう考えても無理

なわけでありまして、かの国では、消費税、付加価値税２５％以上払っているというふうな

状況にあります。

そういったことでありますので、負担の部分、税の部分と福祉の部分と、両方考えながら、

どういう国づくりを目指していくかということを考えないと、一方の税だけを考えると、何

か中途半端な議論になってしまうと私は考えるところでありまして、社会保障、特に今回、

コロナの関係で、病院の体制が脆弱であるというふうなことがありましたので、やはり社会

保障もしっかりと維持・向上させていくことが、国民生活にとっても重要と考えますので、

その両方のバランスで考えるべき課題かと思っておるところであります。

○議長（梅原好範君） 東君。

○１１番（東まさ子君） 町長のお考えをお聞きいたしました。しかしながら、今の国は、高

負担で低福祉であります。消費税はどんどん増えていきましたけれども、その分、大企業の

税金がどんどん減ってきているということであります。まさに、お金の使い方が今問われて

いるわけであります。ぜひとも景気を取り戻すためにも５％に戻すという、そういうメッセ

ージを国に届けることが今一番求められているということを言っておきます。また、今、税

金の使い方が問われているということも申し述べておきます。

次に、京丹波町では６月１日から小中学校の授業が再開され、６月４日からは通常授業と

なり、夏季休業については８月１日～１７日までとなっております。再開に向けた環境整備、

学習支援についてはどのような対応がされたのか、お聞きをしておきたいと思います。

○議長（梅原好範君） 樹山教育長。

○教育長（樹山静雄君） ただいま議員ご指摘のとおり、６月１日、昨日から学校の教育活動

を再開したところでございまして、まずは感染防止対策を講じた上で、児童生徒が通常のリ

ズムある学校生活を送れるよう、健康管理や心のケアも含めて、学校現場と十分連携しなが

ら対応していきたいというふうに考えております。

具体的には、教育活動を実施するに当たりましては、例えば登下校時のバスの増便を行い、
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過密を回避するとともに、マスクの着用や小まめな手洗い、近距離かつ正面での会話の回避

などの、いわゆる新しい生活様式についての指導とか、教室においては１メートル以上離れ

て座る、常時換気をする、さらには、体育の勉強においては、直接接触を伴うような活動は

行わないなどの授業形態の工夫を行い、感染防止対策に努めながら、教育活動を進めていき

たいと思っております。

さらに、学習面に係りましては、臨時休業における児童生徒の学習を保障するために、長

期休業期間の短縮を行いまして、時間割の工夫や行事を見直しながら、学力の定着を図って

いきたいと考えております。この点につきましても、学校現場と十分連携協力しながら、子

どもたちの学習をしっかり、学びの保障をしていきたいと考えているところでございます。

○議長（梅原好範君） 東君。

○１１番（東まさ子君） いろいろと対応をしていただいているということで、学校の現場の

声も聞いていただいているということでありますが、学校の対応マニュアルというのもつく

っておられるのでしょうか。

それと、夏季休暇が終わって学校が始まるわけでありますが、給食は暑い間、どういうふ

うにされようとしているのか、お聞きをしておきたいと思います。

また、学校は３密が回避しにくいということで、１メートル離すということでありますが、

学校によっては、１クラスの子どもの数が多いところもあるわけですが、１クラス最大人員

というのは、どのぐらいになっているのか、お聞きをしておきたいと思いますし、先生の仕

事量は増えているのか、どういう状況になっているのか、お聞きをしておきたいと思います。

○議長（梅原好範君） 樹山教育長。

○教育長（樹山静雄君） たくさんございましたけれども、まず、学校でそれぞれ対応のマニ

ュアルができているかどうかということでは、３月の休みに入ってから、それぞれ卒業式や

入学式をどのような形でやるかとか、学校が再開されたときに、子どもたちに感染予防の健

康のマニュアルをどうしていこうかということについては、十分検討してくれとるようでご

ざいまして、それぞれ学校ごとに、感染予防の対策案的なものをつくって対応しているよう

に聞いております。

まずは、登校してきたときにどうする、休み時間はどうする、体育のときはどうするとい

うようなことが箇条書で示されたものをつくっておられる学校もございますし、それぞれ学

校の対応に応じて、そういったマニュアルをつくった上で、感染予防の取組を進めていると

いうことでございます。

次に、夏休みの件ですけれども、今も議員からありましたとおり、１学期は７月３１日ま
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で、２学期は８月１８日から始業という形で連絡をしておるところでございまして、通常で

したら７月２１日からは夏休みになるわけですけれども、７月３１日までの分をどのように

迎えるかについては、慎重に検討していかんなんかというふうには、今のところ思っており

ます。猛暑、酷暑の中でございますので、子どもの健康面、体力面も十分、現場の様子もつ

かみながら、６時間の授業でいくのか、午前中の授業にするのか、こういったあたりについ

ては慎重に対応していきたい。

それに関わりまして、給食も当然関連して出てきますので、そのあたりについても、いろ

んな角度から分析をして、対応策は考えていきたいと思っているところでございます。

また、学校現場の教職員の仕事の状況では、臨時休業の期間、子どもたちとの接触につい

ては、あまり積極的な接触というわけにはいかないということでしたけれども、定期的な家

庭訪問におきまして、ちょっと距離を置いた形で、どうや、元気かというふうな声かけをし

たり、宿題、復習プリント等を渡したり、また、１週間分をまとめて学校のほうに預けても

らったりということでの学習の支援について、連携をしとったということでございます。さ

らには今後、学校が再開されたときに、どのような形での授業をしていこうかということで

は、随分と教師間でも打合せをしたり、連携をしとったようなことも聞いておるところでご

ざいまして、そういう部分での仕事については、しっかり対応していただけたんじゃないか

と思っています。

併せまして、感染予防ということでは保健といいますか、健康面でのことについても、そ

れぞれ担任らも、しっかり子どもたちのどういうところを見るのかというあたりも、保健の

先生を中心に連携をなさっていたように聞いておりますので、そういったことも仕事の中身

としては大きなポイントがあったんじゃないかと思っているところでございます。

昨日から子どもたち学校へ来ておりますので、学習のことと併せて子どもたちの心のケア

も含めて、現在のところ、丁寧に対応していただいているというふうに承知をしているとこ

ろでございます。

以上でございます。

○議長（梅原好範君） 東君。

○１１番（東まさ子君） 学校が再開されたわけでありますが、いろいろと消毒とか、子ども

たちのそういう対応とか、先生の仕事量が全体的に増えて大変になっているとか、そういう

ことはないんでしょうか。

○議長（梅原好範君） 樹山教育長。

○教育長（樹山静雄君） 消毒の関係は、これから毎日していかんなんことになりますから、
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定期的にはしていかんなんとは思いますが、この休業期間中には、クラブ活動があるわけで

もないですし、子どもたちのテストの丸つけがあるわけでもないですので増えていないと思

いますけれども、今後につきましては感染予防の対策を第一に考えながら仕事量は、今まで

とさほど変わらず対応いただけるんじゃないかなというふうには思います。

次から次から子どもたちの状況が刻々と変化してきておりますので、それに向けての対応

ということで、常に子どもたちの健康、安全、それから学びをしっかり保障していくという

観点から、対応いただいているものというふうに思っているところでございます。

○議長（梅原好範君） 東君。

○１１番（東まさ子君） 国のほうを見ていたら、学校の先生を３，０００人増やすというこ

ともありました。本町はマンモス学校はないですけど、１クラスの人員が多いところでは、

やっぱりクラスの人数を減らすとかすることも大切なことではないかなと思いますのと、そ

の点について、クラスには最大何人生徒がいるのか。例えば２０人学級とかそういう必要性

はないのか、お聞きをしておきたいと思います。

○議長（梅原好範君） 樹山教育長。

○教育長（樹山静雄君） クラスの人数ですけども、今、数字を見ておりますと、丹波ひかり

小学校３年生の３５人というクラスが、一番多い人数でございます。

先ほどの感染予防の観点でいいますと、１クラスの人数が十六、七人とか国のレベルでは

言ってまして、２メートルほど空けんなんとかいうことでございますけれども、丹波ひかり

小学校につきましては、教室の仕切りを外してしまって、いわゆる通常の廊下側の部分のと

ころにずっと広げまして、間隔を随分広く取って授業をしているということですので、それ

で対応はよしというふうに思っているところでございます。

以上でございます。

○議長（梅原好範君） 東君。

○１１番（東まさ子君） 次に、民間ホテル誘致とまちづくりについて伺います。

地域活性化などが期待できるとして、道の駅「味夢の里」の敷地内に３，６２４万２，０

００円の税金を投入して、民間ホテルを誘致し、現在、ホテルの建設が行われております。

平成３０年１２月１日当時の新聞報道で、西脇知事が「地域の発展につながる取組で、地元

の知恵と努力が求められる」とコメントされております。町長も議会で、前向きに捉えて、

活性化につなげたいと答弁をされておりました。今現在、商工会や地元業者との意向も含め

た活性化の具体策はできているのか、お聞きをしておきたいと思います。

○議長（梅原好範君） 太田町長。
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○町長（太田 昇君） 本年４月にホテルの運営先でありますマリオット・インターナショナ

ルのマーケティング担当者が着任をされたところであります。その後も２月以降、コロナの

関係もありましたので、なかなか進まない部分もあったわけですけれども、５月２５日に緊

急事態宣言解除、今後につきましては、その感染症の対策を講じながら、町内の各事業者の

方々と個別に着地型商品の開発でありましたり、食事の提供等につきまして、具体的に進め

ていきたいというふうに考えているところであります。

○議長（梅原好範君） 東君。

○１１番（東まさ子君） コロナの関係でいろいろと状況は大きく変わってきているというの

が一つあります。また、外頼みの資本を導入してのまちづくりというのは、なかなか地域の

活性化につながらないということもあります。しっかり商工会や地元業者のそういう活性化

につながるようなことが求められるということを申し述べておきます。また、外頼みでは、

なかなか実現しにくい問題ではないかということも指摘させてもらいます。

次に、この間の議会において、ホテル建設に伴う新規路線の検討がされてきておりました。

その必要性を伺うものであります。

６月議会で、味夢の里に隣接するホテルの１０月開業に伴う来訪者等の交通の利便性を図

るとして、丹波日吉線が新設されるいうことで提案されておりますけれども、来訪者の交通

については、ホテル側が整備を行うものではないかと思いますけれども、お考えをお聞きし

ておきたいと思います。

○議長（梅原好範君） 太田町長。

○町長（太田 昇君） 南丹市の日吉駅と道の駅「京丹波 味夢の里」を結ぶ新規路線につき

ましては、今回の議会での提案をさせていただいているところでありまして、これは、開業

しますホテルへの交通手段としてだけではなくて、インバウンドを含めました町内への来訪

者が本町に来ていただく場合の交通手段の一つとして、利便性を図っていきたいということ

で新設をするものであります。

○議長（梅原好範君） 東君。

○１１番（東まさ子君） 高齢化が進む中で、交通弱者の割合が高くなって、地域における公

共交通の役割は増しております。そんな中で今回、主たる運行目的が民間ホテル開業に伴う

来訪者の交通手段ということで、新しい路線が新設されるということであります。

また、今、町長おっしゃいましたように、インバウンドの人たちの足の確保ということも

あるということでしたけれども、町営バス運行の本来の目的というのは、町民の生活に必要

な足の確保であります。今回の新規路線の新設というのは、そういう町が定めております町
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営バス運行の規定からも逸脱しているのではないかと考えますけれども、見解をお聞きして

おきたいと思います。

○議長（梅原好範君） 太田町長。

○町長（太田 昇君） 今回の路線につきましては、町内の新しい路線で、病院も経由すると

いうことで、そういったことも配慮しながらやるものでありますし、町内の活性化につなが

る路線であるというふうに考えておるところであります。

○議長（梅原好範君） 東君。

○１１番（東まさ子君） インバウンド、ホテルの利用者ということで、町内で巡り巡って周

遊されるのであればまだしもですけど、日吉へつなぐということであれば、あまり活性化に

つながらないのではないかということを指摘させてもらいます。

次に、３点目であります。

介護保険について伺います。介護保険制度は、施行２０年を迎えました。厚労省は、２０

２１年度から第８期介護保険制度改定に向けて、さらなる負担増と給付抑制の議論を進め、

２０１９年１２月２７日介護保険制度見直しに関する意見では、高額介護サービス費と補足

給付、施設入所者の食費・居住費の助成の負担増を打ち出しました。２０２１年度からの施

行を狙っております。

また、高齢者の自立支援、重度化防止等に対する取組を評価指標により競争させて評価し、

財政的インセンティブとして交付金を全国市町村に配付するとしております。

そこで伺いますが、介護保険給付費の財源は、保険料負担が５０％、公費負担が５０％で

賄われております。そのうち、国庫負担金は定率２０％分と調整交付金、市町村の財政力の

格差を調整する交付金として５％が基準となっており、合わせて２５％であります。残りの

２５％は府と町の負担にしているところであります。

本町の２０２０年度の調整交付金は８．２％でありました。第８期介護保険事業計画では、

算定の方法の見直しはされると聞きますが、具体的にはどのようになるのか、お伺いをいた

します。また、保険者機能強化推進交付金、保険者努力支援交付金の内容と金額についても、

お伺いをいたします。

○議長（梅原好範君） 太田町長。

○町長（太田 昇君） 介護保険の調整交付金は、被保険者の年齢構成や所得水準などによっ

て生じる保険料の水準格差を平準化するため、保険者に交付される国の財政措置であります。

第８期計画においては、要介護認定率を重視した算定方法から、介護給付費に重みを置いた

方法に変更されることが検討されております。
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また、保険者機能強化推進交付金は、高齢者の自立支援や重度化防止等に向けた保険者等

の取組を支援するため、平成３０年度に創設された交付金で、平成３０年度は、３７０万５，

０００円、令和元年度は、３７０万９，０００円の交付を受けておるところであります。

本年度、新たに創設されました介護保険保険者努力支援交付金につきましては、介護予防

や健康づくりに資する取組に対しまして交付されることとなっておりますが、算定方法等に

つきましては、現在、国において調整がされておるところでございます。

○議長（梅原好範君） 東君。

○１１番（東まさ子君） 保険者機能強化推進交付金ですけれども、この内容が変わるという

ことで、給付費に重きを置いて算定されるということであります。そうしたら給付費が増え

てくることになれば交付金が増えていくのか。それとも反対に、インセンティブということ

で減らされていくのか、その考え方についてお聞きをしておきたいと思います。

○議長（梅原好範君） 岡本保健福祉課長。

○保健福祉課長（岡本明美君） 今お尋ねがございました調整交付金につきましては、先ほど

から町長の答弁にありましたように、年齢構成ですとか、所得水準によります市町村の格差

を平準化するためのものでございまして、後段にございます保険者機能強化推進交付金等に

つきましては、市町村の取組に対して評価を受けるものですので、また調整交付金の算定基

準とは異なってまいりますので、別々の考え方で交付されるものと思っております。

○議長（梅原好範君） 東君。

○１１番（東まさ子君） また細かいことは後でお聞きをさせていただきます。

それから、再質問でありますけれども、今回の政令改定について、小幅改定と報じられて

おりますけれども、これまでの負担増は、利用者のみならず、介護家族の家計に重過ぎる負

担となり、介護保険が利用できない大きな要因となっております。消費税が１０％になり、

後期高齢者医療の窓口負担も１割から２割へ引き上げられる中で、今回の負担増は、高齢者

家族の生活を二重、三重に追い詰めるものであります。これ以上の負担増、給付削減は、高

齢者にも、それを支える現役世代にも痛みを押しつけるものであり、批判の声を広げる必要

があると考えます。

その中身としては、補足給付ということでありまして、いろいろと部屋代とか給食費の負

担軽減がされておりました低所得者に対して、第８期の計画では、その低所得者に対する負

担軽減を、大きく負担を増やすということになっております。批判の声を広げる必要がある

と考えますけれども、今回の補足給付の見直しについての見解をお聞きしておきます。

○議長（梅原好範君） 太田町長。
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○町長（太田 昇君） 軽減措置の対象とならない施設入所者や在宅で介護を受ける方との公

平性の観点から、第８期計画におきましては、負担区分を細分化して、所得段階間の均衡が

図られるよう見直しが検討されておるところでございまして、令和２年４月末日現在の認定

者数は３１６人、国の見直し案による利用者数の算出というのは、現時点では困難な状況で

あります。

○議長（梅原好範君） 東君。

○１１番（東まさ子君） 低所得者層の方に対する大幅な負担増がされるということでありま

すので、指摘をしておきます。

次に、水道事業について伺います。

京丹波町水道事業ビジョンに関するパブリックコメントの実施結果がホームページに公表

されておりますが、１件でありました。

素案の中のスケジュールを見ると、広域連携、官民連携が２０２９年度に向けて計画され

ております。水道法は、全国どこでも安全で安定的な水を得る権利を保障するため、原則、

市町村が運営することが定められております。民営化や広域化に移行するとどうなるのか、

伺います。水道料金の見直しも計画されておりますが、見解をお伺いいたします。

○議長（梅原好範君） 太田町長。

○町長（太田 昇君） 将来にわたります安心・安全な水道水の供給体制を築くため、府内全

域の水道事業の方向性を示すものとしまして、京都水道グランドデザインというのが策定を

されまして、府内三つの圏域におきまして協議会を設置することが明記されました。本町と

亀岡市、南丹市の２市１町で構成します中部圏域におきましては、第１回の幹事会が令和２

年１月に開催されたところでありまして、今後、幹事会におきまして広域連携等に係る研究

会が設置されまして、広域連携や共同化等についての調査研究を進めることとしております。

本町の水道事業につきましては、公営企業法に基づく独立採算性を原則とした事業経営と

なっており、安定的・効率的に事業を継続していくため、計画的な施設の更新を行い、水道

料金の最適化に向けた検討を行ってまいりたいと考えておるところであります。

○議長（梅原好範君） 東君。

○１１番（東まさ子君） 本町の水道というのは、丹波の統合水道の事業がありましたし、和

知との統合もされたところであり、今後は、老朽管路の更新というのが大きな仕事となって

くると思います。今回、広域化、そして官民の連携をしていくということが、この頂いた水

道事業ビジョンにも書かれているわけでありますけれども、広域化になると、我々の議会の

意見も届きにくくなるであろうし、官民連携になりますと、やはり民営化ということで水道
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料金の負担も即増えてくるということになると思いますが、これを決めるのにパブリックコ

メントは、ただ１件でありました。やっぱり町民の意見を聞くということを第一にしなくて

はいけないので、町民の意見を聞いて結論を出すというか、そういう道筋を取っていくこと

が大事と思いますが、見解をお聞きしておきたいと思います。

○議長（梅原好範君） 太田町長。

○町長（太田 昇君） もちろん水道ビジョンにつきましては、町民の皆さんの意見もお聞き

しながら進めていくということでありますし、議会のご意見も頂戴するということで、今回

考えておるわけでありまして、パブリックコメントも公募して、たまたま１件であったとい

うことでありますけれども、それも手続にのっとってパブリックコメントを募集したところ

であります。

○議長（梅原好範君） 山内上下水道課長。

○上下水道課長（山内善博君） 補足でございますが、水道事業ビジョンを作成するに当たり、

町内の方々にアンケートを実施しておるところでございます。調査件数が２，０００件、回

答数は１，１１６件ということで、かなりの方から回答を頂いておりまして、町民の皆さん

のご意見については十分反映をされているというふうに思っておるところでございます。

○議長（梅原好範君） 東君。

○１１番（東まさ子君） アンケートも取ったということであります。議会の議決ということ

もあり、全協でもいろいろと詳しく説明もいただくということでありますが、官民連携とい

うことや広域連携、これは、中身的にはどのようになるんですか。どういう部分を広域化す

るのか、その点についてお聞きをしておきたいと思います。

○議長（梅原好範君） 山内上下水道課長。

○上下水道課長（山内善博君） 広域化につきましては、町長の答弁にございましたとおり、

中部圏域の中で検討することになっております。この協議会の正式な名称は、京都府水道事

業広域的連携等推進協議会、これの中部圏域ということでございます。京都府が主導するも

のでございますが、この広域連携につきましては、令和２年１月に第１回の幹事会が行われ

まして、緒に就いたばかりでございます。広域連携等について今後、調査研究を進めていく

ことになると思いますけれども、施設台帳の整備ですとか、例えば医薬品の共同購入ですと

か、職員の交流ですとか、そういうものを検討するのではないかというふうに思っています。

官民連携につきましては、議員ご指摘のとおり、水道法が改正されまして、第２４条の４

から第２４条の１３において、官民連携の推進というものが明記をされたところでございま

す。官民連携の方式については様々ございますので、広域連携協議会等で十分な検討を重ね
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ながら、メリット、デメリット、ここで行うことはどうなのかということについても、十分

検討を重ねていきたいと考えているところでございます。

○議長（梅原好範君） 東君。

○１１番（東まさ子君） 官民連携ということは、民営化ということではないんですか。その

点の確認とそれから広域化ということでありますが、人の体制の問題とか、いろいろとおっ

しゃってましたけど、中身的には、本来ならば小さい自治体のほうが、災害とかあったとし

ても、すぐ現場へ行けるし、そういう仕事ができると思うんです。連携が広くなることにし

たがって、やはり即座の対応は遅くなっていくと思うんですね。やっぱりそういう点ではパ

ブリックコメント・・・。

○議長（梅原好範君） 山内上下水道課長。

○上下水道課長（山内善博君） ご指摘の部分も含めまして今後、連携協議会の中で十分な検

討を重ねていくということになろうかというふうに思っております。

○議長（梅原好範君） これで、東まさ子君の一般質問を終わります。

これより暫時休憩に入ります。再開は２時２５分とします。

休憩 午後 ２時１１分

再開 午後 ２時２５分

○議長（梅原好範君） 休憩前に引き続き会議を再開いたします。

次に、坂本美智代君の発言を許可します。

６番、坂本美智代君。

○６番（坂本美智代君） それでは、ただいまから令和２年第２回定例会におきまして、通告

書に従い、私の一般質問を行います。

新型コロナウイルスの感染症対策について。

環境問題について。

太陽光発電設置について。

以上、３点、町長にお伺いをいたします。

まず１点目に、本日、何人かの議員からも質問がありました、新型コロナウイルスの感染

症に関する質問でありますが、重複しないように質問はしたいと思っております。簡潔明瞭

な答弁をお願いいたします。

本町では、幸い、新型コロナウイルスの感染症を発症された方は一人も出ていませんが、

しかし、今、第２波の感染者が出ていることから、緊急事態宣言が解除された今こそ、私た

ち自身が気を緩めることなく、クラスターとならないよう、３密を避けることが重要と考え
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ます。

そこで、以下の点についてお伺いをいたします。

一つには、避難所への対策であります。近年、気候変動で、自然災害による河川の氾濫や

土砂災害などが多発する中、今回の新型コロナウイルス感染症の発生による複合災害の対策

が急務であります。

このたび避難所における新型コロナウイルスの感染症対策に関するチラシが危機管理室か

ら配付され、「台風や大雨などの災害に備え、事前説明の準備とご協力をお願いします」と

して、５項目が記載されていました。

本町では、第１次避難所９０か所、第２次避難所２５か所、合わせて１１５か所あります。

各避難所によって収容人数と収容できるスペースも違います。これまでの各避難所の避難人

数と照らし合わせて、３密にならないために各避難所に出向き、代表者の方々と事前に協議

をしておくべきではないでしょうか、お伺いをいたします。

○議長（梅原好範君） 太田町長。

○町長（太田 昇君） 先ほどの答弁でも回答させていただいたところでありますけれども、

区長には、そういったことでお願いをしてあるところであります。コロナウイルスの関係で

区長会等も開催できておりませんけれども、今後、開催した場合につきましては、そういっ

たことの徹底なり、詳細の打合せ等についても行っていきたいというふうに考えるところで

あります。

○議長（梅原好範君） 坂本君。

○６番（坂本美智代君） このチラシがそれぞれ配布されたんですけれども、これ配られてい

るだけなので、それぞれが読んでということであります。しかし、公民館等それぞれあるわ

けですが、避難所になっている場所によって、いろいろとスペースも違うということもあり

ますので、やはり事前にそれぞれの避難所を確認した上で、午前中にも質問があり、再検討

もしたいというふうなことでありますが、やはりそこで収容し切れないということが出てく

ると思います。そうした場合に、やはりそこの地域地域によって、３密にはなったらあきま

せんが、区長なり、そこの区の代表何人かに、きちっと町からの意向を伝えた上で、それぞ

れの区の住民に知らせるということが大事かと思うんです。

その中にも書いてありますが、避難生活に必要なものは事前に準備しておきましょうとい

うことがありまして、これまでは、台風等の水害の場合は、もし夜も越す場合やったら、自

分で食事のおにぎり等を持っていきましょうとか、そういうことでありましたが、今回は、

やはりコロナのこともありますので、今日の京都新聞で、ちょうどこういった絵で、こうい
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うものを準備しましょうと、こういうものを持っていきましょうというようなことが、載っ

ておりました。

やはりこういったことも示した上で、お知らせをしたほうが一番、分かりやすいと思うん

です。避難される方はほとんど、一人暮らし、そして高齢の方も多かろうと思いますので、

そういったことも必要かと思いますが、今後、それこそ台風シーズンも来ますし、第２波も

分かりませんので、悠長なことは言うとれないと思います。避難所は１１５か所もあります

し。そういうことも考えましたら、やはり早急にそういった対応をするべきやと思いますが、

その点を、お伺いをしたいと思います。

○議長（梅原好範君） 長澤総務課長。

○総務課長（長澤 誠君） 先ほど来もお答えしておりましたが、マニュアルに従いまして、

そちらのほうにも新型コロナウイルス感染症に対する対策も盛り込みまして、対応していく

ということになろうかと思います。議員おっしゃるとおり、その場所場所が違いますので、

今までの避難状況等も参考にさせていただきながら、どれぐらいの避難者が今まであったか

というとこも大きく左右されてきますので、実際に即した過去の状況を判断しまして、早急

に、具体的な対応を考えてまいりたいと、このように考えております。

○議長（梅原好範君） 坂本君。

○６番（坂本美智代君） 今、課長から、早急にこうした対策をしたいということであります。

どこも畳の公民館が多いかと思うんですけれども、スペースにしても１人当たり何畳分とか、

計算もできるかと思うんです。その場所場所によって、ここは何人と。

もし、入り切れないところだったら、そこ以外にどこが確保できるかと。この中には、そ

れぞれ知り合い宅とかいうのもありますが、そのときに急にそういうわけにもいかないので、

やはり事前にそういうお願い事もきちっとしとくべきやと。備えを十分しておくべきやと思

いますので、早急にそういった対策、対応をしていただきたいというのと、避難されたとき

に、やっぱり受付の段階で健康のチェックリスト、そういったものを置いとくべきやないか

と思いますが、それぞれの避難所で、どういったものをしようとされているのか。

今回、６月補正でも、そういったマスク、手袋、消毒液、そしてパーティションとか体温

計、そういった配備の予算が採択をされました。

先ほどの篠塚議員の質問の中で、パーティションは備蓄と合わせたら１２５セットと。そ

したら、各避難所には１セットしか行かへんということになりますので、これで十分とは言

えないと思うんです。また、その他にもやはりそういった消毒液とか。トイレなんか、その

際その際、換えないとあかんし、ノブも消毒しないとあかんというようなのがたくさん出て
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くると思いますので、十分こういった備蓄が賄えるのか、どのように考えておられるのか、

物品の不足は出てこないのかどうか、その辺のお考えをお伺いしたいと思います。

○議長（梅原好範君） 長澤総務課長。

○総務課長（長澤 誠君） そういった総合的な、全体的なことを、もう梅雨に入りますので

時間はないわけでございますが、早急にそういった対応を、きっちりできる対応を、今後考

えさせていただきます。

○議長（梅原好範君） 坂本君。

○６番（坂本美智代君） なかなかこれまでの災害のときの予防物品とは、また違うものも出

てきていますので、早急にそういった対応をお願いしときます。

２つには、情報提供についてお伺いをいたします。本町の住民への情報提供は、主に広報

京丹波「お知らせ版」やケーブルテレビ、ホームページ等によって周知徹底を図っておりま

す。しかし、今回、住民にとって特に関心の高い、５月１５日発行の「コロナウイルス関連

支援特別号」は、文字も小さく、高齢者にとっては読みづらい、そういった声をお聞きしま

した。私も読みづらかったです。今後ますます高齢化率も高くなる中で、必ずしもケーブル

テレビやホームページ等で読まれる方が全員とは言えませんので、こういったお知らせ版で、

目で確認される方も多くおられますので、やはり読みやすく、分かりやすい紙面の工夫が必

要かと思います。

こういったものが入っていまして、これ１０ポイントかなというぐらいなので、やはりこ

れは、これだけ高齢者が多い町であれば、ちょっと不親切かなと思います。ぜひ今後、今日

も東議員からもありましたように、そういった納付書の中に説明するものを分かりやすく、

大きな、そして、できるだけ文字ばかりじゃなくて絵を入れるとか、絵で表すとかそういっ

たことも工夫して、読んでいただけるという、そういったお知らせ版にするべきじゃないか

と考えますが、町長のお考えをお伺いします。

○議長（梅原好範君） 太田町長。

○町長（太田 昇君） 広報紙でありますけれども、皆さんからいただいたご意見も参考にし

ながら、読みやすい紙面になるように考えてまいりたいと思います。当然、字の大きさもあ

りますが、紙面の制約というのもありますので、字は大きいけれども何枚にもなるというこ

とになっても、また分かりづらいものになると思いますので、その辺のバランスで最適なも

のを求めていきたいというふうに考えるところであります。

○議長（梅原好範君） 坂本君。

○６番（坂本美智代君） 私たち議会広報もできるだけ、どんな字が一番読みやすいか、読ん
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でいただけるかということも工夫しながら紙面をつくっております。やはり自分たちが読ん

でみて読みやすいというのが、住民も読みやすいんやないかと思いますので、そういったこ

とを考えて今後お願いします。

三つには、生活保護への対応についてお伺いをいたします。新型コロナウイルスの感染で、

休業要請による失業や減給による生活困窮世帯が増え、生活保護の申請が急増しています。

厚労省によれば、２００８年のリーマンショックでは派遣労働者が中心であったが、今回は、

より幅広い層に影響が出るであろうとしております。京都市でも、申請件数が前年度比で４

倍増となっていると報道されておりました。本町での生活保護への申請件数は、今の状況で

はどうなっているのか、お伺いをいたします。

○議長（梅原好範君） 太田町長。

○町長（太田 昇君） 新型コロナウイルス感染症の影響が出始めました３月以降に、新規の

生活保護申請数というのは５件ということになっておりまして、そのうちの新型コロナウイ

ルス感染症の影響を理由に申請が行われたというのは１件であります。緊急を要する方につ

きましては、引き続きまして京都府をはじめ関係機関と連携を図りながら、柔軟に対応して

まいりたいというふうに考えておるところであります。

○議長（梅原好範君） 坂本君。

○６番（坂本美智代君） ３月時点で５件と。そのうち新型コロナの関係では１件あったとい

うことでありますが、前年の３月ではどのぐらいの申請があったのか。これがコロナとは関

係するとは思いませんが、どうであったか参考のために、分かる範囲でお願いします。

○議長（梅原好範君） 岡本保健福祉課長。

○保健福祉課長（岡本明美君） 今現在、前年度の３月分の資料をちょっと持ち合わせており

ませんので、把握できておりません。

○議長（梅原好範君） 坂本君。

○６番（坂本美智代君） 今回のコロナウイルスの感染のために、本当に生活保護の申請が大

変、全国的にも増えております。そのことによって厚労省では、新型コロナウイルスの感染

予防等のための生活保護業務等における対応について、生活保護の運用に関し柔軟な対応を

取るよう、自治体に求めているとあります。保護決定に当たっても、速やかに決定するよう

促しているということであります。

例えば就労できるか厳しくチェックしますが、こうした判断を留保することができる。そ

れと、自動車の保有に関しても通勤以外は厳しい状況が、一時的な収入の減少で保護が必要

となる人には柔軟な対応を求めていると。そして、医療で受診する場合、福祉事務所に行っ
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て、医療券の発行をしてもらわなければ受けられないが、電話連絡などで受診できるという

ふうに厚労省から来ておりますが、本町での対応はどうであったのか、お伺いをいたします。

○議長（梅原好範君） 岡本保健福祉課長。

○保健福祉課長（岡本明美君） この間、本町の対応につきましては、コロナの影響で収入が

減少されている方から相談がありましたけれども、中でも生活保護を申請するまでは考えて

おられませんでして、京丹波町社会福祉協議会を中心に対応いただいております、生活福祉

資金の貸付けのほうへ、ご案内をさせていただくという対応が多かったように確認をしてお

ります。

○議長（梅原好範君） 坂本君。

○６番（坂本美智代君） 今、課長から、新型コロナに関しては生活保護は１件ということで

ありました。参考に、相談が何件あって、そのうち、生活福祉資金貸付窓口のほうに移行さ

れた件数というのが、分かりましたらお願いします。

○議長（梅原好範君） 岡本保健福祉課長。

○保健福祉課長（岡本明美君） 京丹波町社会福祉協議会において対応されています制度が主

に二つございまして、緊急かつ一時的に生計の維持が困難となった場合に少額の貸付けを行

うという、緊急小口資金というものと、生活再建までの間に必要な生活費用の貸付けを行う

という、総合支援資金というものがございます。

まず緊急小口資金につきましては、５月２０日現在の状況で、相談件数は１７件、そのう

ちキャンセルが２件あったということで、差引きをしますと１５件の方が貸付けの決定を受

けておられるなり、相談を継続されているというところでございます。

それから、総合支援資金と言われるものにつきましては、相談件数は３件ということで、

キャンセル等はございませんので、貸付けの決定を受けておられるなり、審査待ち、相談の

継続中というような状況と聞いております。

○議長（梅原好範君） 坂本君。

○６番（坂本美智代君） ４つに、私のところにもまだ届いておりませんが、全世帯に配布さ

れている、国からの布マスクについて、手に取ってみていませんので分かりませんが、少し

小さいとの声が多く聞かれました。現在、多くの皆さんがおのおので手作りをされ、不要と

言われる方には回収ボックスを設けて、必要とする施設や事業所、また、学校等に配布する

考えはないか、お伺いをいたします。

○議長（梅原好範君） 太田町長。

○町長（太田 昇君） 国から配布されますマスク、いわゆるアベノマスクでありますけれど
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も、これにつきましては、私も、家にも届いておりませんが、私は、実際に届いたものを親

戚等で見たことはあるわけですけれども、届いていないということもありまして、町民の方

からの何らかのご意見等というのも、ないという状況であります。

コロナウイルス感染症緊急事態宣言は解除されたわけでありますけれども、先ほど来、議

員もご指摘のとおり、第２波、第３波の感染が予想される中でありますので、そのようなと

きにも備えて、各家庭で保管をいただいて、有効に活用いただくことがよいのではないかと

いうふうに考えておるところであります。

○議長（梅原好範君） 坂本君。

○６番（坂本美智代君） それぞれの家庭に配られるようになっておりますので、一つは、そ

うして家庭で保管するということも大事なことかとは思うんですけど、今それぞれお店のほ

うにも、割にマスクも流通して出てきております。そういった観点から、やはりちょっと小

さいという方もおられまして、ずっと家で眠らすということも、せっかくの税金で作ったマ

スクでありますので、そういった必要なところにということを思います。必ずしも皆さんが

要りませんと言われる方ばっかりではないかと思うんですけれども、必要ないわという方が

おられましたら本庁なり支所なりに、回収ボックスを設置しておくということもいいんじゃ

ないかと思いますが、その点、再度お伺いいたします。

○議長（梅原好範君） 太田町長。

○町長（太田 昇君） 町としての何らかの対応を行う考えは、現在のところありません。

○議長（梅原好範君） 坂本君。

○６番（坂本美智代君） ２点目に、環境問題についてお伺いをいたします。

厚労省によれば、この３０年の間に少なくとも３０もの感染症が新たに発見されていると

言われています。この背景には、人間による秩序のない生態系への侵入や環境破壊など、動

物と人間との距離が縮まり、それまで動物が持っていたウイルスが人間にうつることによっ

て、新しい感染症が出現するとも言われています。

また、地球温暖化の問題も大きく影響を及ぼしております。これまでから地球温暖化を防

止する対策の一つに、ごみの減量化への取組をしてまいりました。４月からビニール類の分

別方法が変更され、船井郡衛生管理組合より「ごみの正しい分け方と出し方」の改訂版のパ

ンフレットが全戸に配布をされました。今年の１月から試行期間を含めて、現在までにおい

て周知徹底はできているのか、お伺いをいたします。

○議長（梅原好範君） 太田町長。

○町長（太田 昇君） 私も不勉強でありまして、厚生労働省が「人間と動物の距離が縮まっ
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て、地球温暖化でウイルスが人間にうつった」という説は初めて聞くわけでありますけれど

も、その件はともかくとしまして、４月からのビニール類の分別方法の変更につきましては、

各地区の環境推進委員に周知等を協力いただきますとともに、広報紙やチラシなどの印刷物、

ケーブルテレビの広報番組なり告知放送、町のホームページなどを活用して周知を図ってき

たところであります。

その結果、分別方法等の変更についての問合せは若干あるものの、船井郡衛生管理組合か

らは、収集業務はスムーズに行われていると聞いておるところでありまして、こうしたこと

から周知は一定できているというふうに考えるところでございます。

○議長（梅原好範君） 坂本君。

○６番（坂本美智代君） 今回、大変分かりやすい「ごみの分け方と出し方」、そしてケーブ

ルテレビ等で、それぞれ女性の方が、実際、物を持ってしていただいて分かりやすかったの

かと思います。やはりそういったことが少しずつ、皆さんに受け入れやすかったと思います。

二つに、ごみ袋の負担軽減についてお伺いをいたします。

以前から可燃ごみの袋が高いとの声を聞きます。今回の分別方法の変更により、可燃ごみ

として排出する分類数が増え、ごみ袋の負担軽減を望む声があります。現在、税込み１０枚

入りで、小さい袋１５リットル入りが３３０円、中の３０リットル入りが６６０円、大の４

５リットル入りが７９２円となっております。近隣の亀岡市と綾部市を見ましても、２倍以

上となっております。そのことから可燃ごみ袋の価格の引下げ、これを望む声があります。

引下げをする考えはないのか、お伺いをいたします。

○議長（梅原好範君） 太田町長。

○町長（太田 昇君） 可燃ごみのごみ袋の販売価格については、議員が今おっしゃったとお

りであります。この可燃ごみのごみ袋代を引き下げたとしても、可燃ごみの処理料というの

は変わらないわけでありまして、これを引き下げますと当然、船井郡衛生管理組合の収入が

減るわけであります。この分をどう補塡するかというのが今度は、課題として上がってきま

す。そうすれば、処理費は変わらないわけですから、船井郡衛生管理組合から本町に来てい

る賦課金が当然増えるということになります。そうしますと、現在はごみをたくさん出す人

がたくさん負担しているという状況が、税金でいきますので、税金で一般会計から出すとい

うことになりますと、ごみの排出量が多い人も少ない人も一律負担をするということになり

ます。それが公平なのかどうなのかということにもつながってくると思いますし、ごみの量

をあんまり出していないけれども、負担金が増えるということになれば、ごみをもっと出さ

んと損するというようなことで、ごみの排出量が増えるのではないかというような懸念もあ
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って、先ほどの消費税の話と一緒ですけれども、片方の面からだけでなく、両方から当然検

討していくべきものであると考えておるところであります。

○議長（梅原好範君） 坂本君。

○６番（坂本美智代君） 出るところは１つなのでということではありますが、ごみ袋に関し

て、どういう経路で、ごみ袋の値段がつけられるのかなと。亀岡市でいうたら１０リットル

当たりで見ましたら１００円ですし、綾部市でしたら８８円～９５円。また、船井衛管の場

合は１７６円～２２０円という、１０リットル当たりを比較しましたら、お金のコストが違

うんですけど、ごみ袋に係る計算、どういうことで、このごみ袋の値段を決められておるの

か、分かりましたらお伺いします。

○議長（梅原好範君） 太田町長。

○町長（太田 昇君） 全てが把握できているわけではありませんが、一般的に言いまして、

ごみ処理にかかる費用の全部じゃなしに、その一部を、ごみ袋を販売することによって賄っ

ているというような状況でありまして、自前のごみ処理施設を持っている亀岡市、綾部市、

また、船井郡衛生管理組合におきましては自前のごみ処理施設がなく、前はカンポリサイク

ルプラザに出しておりましたけれども、今は三重県のほうまで出しているというような状況

がありまして、これも水道料金と一緒で、当然かかるコストに税金での負担もしながら、価

格が決定されておるというふうに理解をしているところであります。

○議長（梅原好範君） 坂本君。

○６番（坂本美智代君） 今、綾部市にしても、亀岡市にしても、それぞれのごみ処理施設を

持っていることによって、その辺がごみ袋に比例するんやということであろうかと思うんで

すけれども、特に在宅介護とか、赤ちゃんの紙おむつというのは、日に何ぼか、大変多くな

るんです。そうしたらやはり、もし中袋であっても、毎週１回ずつ出しても２，６４０円要

るんです。在宅介護の場合やら、赤ちゃんをお持ちのご家庭にしたら、臭いもあるというこ

とで、週に１回というわけにはなかなかいかないし、もしこれ週に２回で月８回となったら

５，２８０円という負担なんです。

もし、全体的にごみ袋の価格を下げることは、今、町長おっしゃるには難しいというので

あれば、町独自として、やはりこういった家庭に、子育て支援の一つとしてもよろしいし、

介護のほうとしても補助をするという考えはないでしょうか。その点、ちょっとお伺いした

いと思います。通告にはありませんでしたけど、関連ですのでお願いします。

○議長（梅原好範君） 太田町長。

○町長（太田 昇君） 今の状況では、ごみをたくさん出す人がたくさん負担をしてもらうと
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いうような料金体系になっておるわけでありまして、それを町で別の形で負担するとしても、

それは、どこかからコストが来るわけでありまして、皆さんの税金で、ごみを出す、出さな

いにかかわらず、その分が支援に回るというふうなことで、当然いろんな事情をお持ちの方

に対する支援というのは考えてまいりますけれども、議員がおっしゃるように、ごみ袋の代

金を引き下げて、それを全部、町からカバーするのが、私は公平な負担の方法になる、また、

ごみの減量につながる負担になるとは、どう考えても結びつかないと思っておるところであ

ります。

○議長（梅原好範君） 坂本君。

○６番（坂本美智代君） 全体的に、ごみ袋の価格の引下げというのは難しいというのであれ

ば、やはりそういった限られた方にはなるわけですが、住民サービスの一つとして、町独自

のそういった補助をするということも、前向きに検討していただきたいことを要望しておき

ますとともに、この船井郡衛生管理組合の議会には、本町の議会からは副議長と福祉厚生常

任委員長も出ておられます。やはりこういった住民からの声もあったということも、ぜひ議

会で取り上げていただきたいことを要望しておきたいと思います。

続きまして、最後に、太陽光発電設置についてお伺いをいたします。

昨年の６月議会においても質問をいたしましたが、令和元年５月以降から現在までの届出

件数は何件あるのか、お伺いをいたします。

○議長（梅原好範君） 太田町長。

○町長（太田 昇君） 事業用の太陽光発電の設置の届出というのは、令和元年５月以降２５

件であります。ガイドラインの目的に沿って、適切に設置されておるというふうに考えてお

るところであります。

○議長（梅原好範君） 坂本君。

○６番（坂本美智代君） ５月以降は２５件ということでありますが、これは、１０キロワッ

ト～５０キロワット未満の届出件数なんでしょうか。ガイドラインの中にも５０キロワット

以上、３，０００平米以上の設置というのもありますので、この２５件というのは、１０キ

ロワット～５０キロワット未満の届出件数なのか、お伺いしたいのと、今、町長も言われま

したが、平成２９年８月に制定をされました「京丹波町太陽光発電施設の設置に関するガイ

ドライン」に定められている要綱を遵守して設置されているということでありますが、その

とおりでよろしいのか、お伺いをいたします。

○議長（梅原好範君） 久木住民課長。

○住民課長（久木寿一君） 出力の関係につきまして、５月以降という区切りでちょっと申し
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上げられないんですけれども、平成３１年度ということでお願いしたいと思いますが、平成

３１年度は１２件ございます。平成３１年度の１２件のうち、５０キロワット以上を超えて

いるのが１件でございます。

それから、ガイドラインに基づく届出をされているものにつきましては、ガイドラインに

沿って工事着工から事業がなされているというふうに考えております。

以上です。

○議長（梅原好範君） 坂本君。

○６番（坂本美智代君） もちろんガイドラインに沿って許可はされているかと思うんですけ

れども、課長も支所のほうからお聞きはされているかと思うんです。瑞穂地内での設置の件

でありますが、支所が指導を十分されていると、現在しているということでありますが、こ

のガイドラインの中を見まして、計画の概要が明らかになった時点で、隣接する住民に説明

会等の実施ということがあります。

そういった計画概要が明らかになった時点ですが、これは、いつを指すのか。そして、そ

のときにもう住民の方に説明はされたのか。説明会はできているのかということをお伺いし

たいと思います。

○議長（梅原好範君） 久木住民課長。

○住民課長（久木寿一君） 隣接住民への説明につきましては、計画を立案して、事業を着工

するときに説明をして、周辺住民の理解を得るということで、私のほうでは認識しておりま

す。

以上でございます。

○議長（梅原好範君） 坂本君。

○６番（坂本美智代君） 今、ちゃんと計画を立案した時点でというふうに、町のほうは理解

しているということでありますが、ここで、やはり今問題になっているのは住民からの説明

はなかったといった声があることなんです。事業者も全く顔を出してこないと。連絡しても

つかないと、こういった住民の声をお聞きいたしております。今、課長おっしゃったように、

ガイドラインに沿って、きちっとしているというのであれば、そういったことは十分クリア

できていると。できた上で、この設置にかかっていると。もう今、土台ができ上がっており

ます。

そういったことを住民は不信感を持っておられますので、やっぱりそこに住んでおられる

わけですから、住民にとっては毎日のことであります。ストレスもかかっておられます。病

気の方もおられます。そういうことを考えましたら、このガイドラインというのは、次の質
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問にもあるんですけれども、やはり今後の住民のトラブル防止対策となれば、ガイドライン

だけでは、これは不十分なんだと考えます。

また先ほどから隣の町のことを言いますが、南丹市では今年の１月、そして、亀岡市では

２０１９年に、それぞれ条例を制定されて、やはり命令とか、そして、それに従わなかった

ら公表するとか、そうした強制力を持っています。やはり町は、住民の立場に立って声を上

げていかなければいけないと思いますので、今、課長がおっしゃったように、これが本当に

ガイドラインに沿って、遵守して設置していると言えるのかどうか。今後のこともあります

ので、もう一度答弁をお願いします。

○議長（梅原好範君） 久木住民課長。

○住民課長（久木寿一君） 議員がおっしゃっている件につきましては、まず今、事業をされ

ている業者については事業を継承されております。２０１６年１２月になりますけれども、

立案をされて、翌１月に認定申請をされております。そのときには国のガイドライン、町の

ガイドラインもまだなかった時期のようでございまして、その後、上空に電線がかかってい

るとかそういった問題もあって工事が一時、着手せずに止まってたという状況の中で継承さ

れて、これは去年のことなんですけれども、引き続いてそれを今、土台、基礎の部分を、工

事をされてきたということです。

その中で、十分な説明がないということで地元から相談がありましたので、業者に指導を

行っています。業者から今、説明がなされているさなかでございます。そういうことでも引

き継がれてきましたけれども、改めてそうして住民の皆さんから相談がありましたので、説

明をしてくださいということで業者に指導して、今、その対応がされているさなかでござい

ます。

条例の制定というお話も出ましたけれども、これも国では電気事業者による再生可能エネ

ルギー電気の調達に関する特別措置法というのがございまして、再エネ特措法と言われてお

りますけれども、それに基づいて、その事業の認定申請をされます。その認定申請をされる

際には、申請書の中に国のガイドラインに従うということで、同意をすることになっており

ます。同意をするということは、国がガイドラインで定めておりますのは法令関係の遵守は

もちろん、自治体の定める指導要綱ですとか、ガイドラインも遵守するように努めなさいと

いうことも書いてありますので、それも含めて同意した上で申請がなされております。説明

がなかったとか、また、事故等とか損害を与えたとかいうことになりますと、その法律に基

づいて指導やら勧告、改善命令が出されて、適切な処理がなされることになりますので、条

例とかガイドラインよりも前に、その法律を元に、指導がなされていると。町のほうも、国
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のガイドラインに合わせて、それに沿って町のガイドラインもつくっておりますので、それ

に基づいて指導をさせていただいております。このような事例がありましたら再度、その業

者に改めて連絡をして、説明するように指導しているというような状況になっております。

以上です。

○議長（梅原好範君） 坂本君。

○６番（坂本美智代君） 国のガイドラインに沿って町もつくっているわけなんですが、やは

りこういった業者が、抜け穴といったらおかしいですけど、その着工する時点が、平成２９

年度の９月以降には届出しなさいとなってるのに、ガイドラインに沿ってできていないとい

うことは、この時点でもう既に、その業者自体が違法というたらおかしいですけど、沿って

いないということが言えると思うんです。こういった指導はもちろんするべきであります。

もちろん町民のためにもそうですし、指導は当たり前やと思うんですけれども、指導、指導

で終わってしまって、どんどん進んでいったらどうなるんやというのが、町民の不安なんで

す。その辺を考えましたら、やはりガイドラインでは十分とは考えられないんやないかと私

は思うんです。

それで町長にお聞きしたいんですけれども、ガイドラインで十分と考えておられるのか。

住民の環境を守るというのが町の責務でもありますので、そういったことも鑑みて、やはり

条例をつくることがいいんじゃないかと私は考えます。その点の町長の見解をお伺いします。

○議長（梅原好範君） 太田町長。

○町長（太田 昇君） 事業者に対しましては先ほど来出ております国のガイドライン、それ

から町のガイドラインで、不備がありましたら指導を行っていくというようなことにしてお

りますので、現時点で条例を制定するというような考えは持っていないところであります。

○議長（梅原好範君） 坂本君。

○６番（坂本美智代君） 今回のこうしたガイドラインというのは、そういった住民とのトラ

ブルを防ぐために、京丹波町もガイドラインをつくったのでありまして、やはりトラブルを

防ぐためのガイドラインがしっかりと守られていなかったら意味がないと思いますので、ぜ

ひ今後きちっとそういったところ、事業者に対しての対応もしていただくことを要望いたし

まして、私の一般質問を終わります。

○議長（梅原好範君） これで、坂本美智代君の一般質問を終わります。

以上で、本日の議事日程は全て終了いたしました。

よって、本日は、これをもって散会いたします。

次の本会議は、３日に再開しますので、定刻までにご参集ください。
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散会 午後 ３時０９分
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地方自治法第１２３条第２項の規定により、署名する。

京丹波町議会 議 長 梅 原 好 範

〃 署名議員 北 尾 潤

〃 署名議員 山 下 靖 夫

〃 署名議員 篠 塚 信太郎

〃 署名議員 森 田 幸 子


